
(57)【要約】

【課題】　器官の全厚を切除するための新規な装置を提

供する。

【解決手段】　可撓内視鏡およびステープル綴じ機構を

備えると共に、内視鏡はステープル綴じ機構の少なくと

も一部を貫通して摺動的に受容される全厚切除システム

が提供される。上記ステープル綴じ機構は、アンビル１

０と、同アンビルに取付けられると共に組織受容位置と

ステープル綴じ位置との間で間隙を形成するように同ア

ンビルに関して移動可能とされるステープル綴じヘッド

１７ｃと、を備えて成る。上記組織受容位置とステープ

ル綴じ位置との間で上記アンビルおよびステープル綴じ

ヘッドを移動すべく位置調節機構が配備されると共に、

ステープル撃発機構は、上記ステープル綴じヘッドから

上記間隙を通り上記アンビルに対し且つ上記間隙内に受

容された任意の組織を貫通して複数のステープルを順次

に撃発し、且つ、ブレードは上記間隙内に受容された組

織の一部を切断する。

【選択図】　　　図２２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 身 体 器 官 の 全 厚 部 分 を 除 去 す る 全 厚 切 除 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 可 撓 内 視 鏡 と 、
　 作 用 位 置 に お い て は 患 者 の 身 体 内 に 配 置 さ れ る ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 で あ っ て 、 上 記 内 視
鏡 は 当 該 ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 の 少 な く と も 一 部 を 貫 通 し て 摺 動 的 に 受 容 さ れ る と い う ス テ
ー プ ル 綴 じ 機 構 で あ っ て 、
　 　 　 ア ン ビ ル と 、
　 　 　 全 て が ほ ぼ 直 線 状 に 配 置 さ れ た 複 数 の ス テ ー プ ル ・ ス リ ッ ト を 有 す る ス テ ー プ ル 綴
じ ヘ ッ ド で あ っ て 、 該 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド は 組 織 受 容 位 置 と ス テ ー プ ル 綴 じ 位 置 と の 間
で 上 記 ア ン ビ ル お よ び 当 該 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド が 相 互 に 関 し て 回 転 し 得 る 如 く 上 記 ア ン
ビ ル に 回 転 可 能 に 連 結 さ れ 、 該 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド と 上 記 ア ン ビ ル と の 間 に 形 成 さ れ る
間 隙 は 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ 位 置 に お け る よ り も 上 記 組 織 受 容 位 置 に お け る 方 が 大 き い 、 ス
テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド と 、
　 　 　 上 記 組 織 受 容 位 置 お よ び ス テ ー プ ル 綴 じ 位 置 の 間 に お い て 上 記 ア ン ビ ル お よ び ス テ
ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド の 少 な く と も 一 方 を 該 ア ン ビ ル お よ び ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド の 他 方 に 対
し て 回 転 せ し め る 位 置 調 節 機 構 と 、
　 　 　 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド お よ び 上 記 ア ン ビ ル が 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ 位 置 に 在 る と
き に 、 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド 内 に 受 容 さ れ た 各 ス テ ー プ ル を 、 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ
ッ ド か ら 上 記 間 隙 を 通 り 上 記 ア ン ビ ル に 対 し て 且 つ 上 記 間 隙 内 に 受 容 さ れ た 任 意 の 組 織 を
貫 通 し て 、 順 次 に 撃 発 す る ス テ ー プ ル 撃 発 機 構 と 、
　 　 　 上 記 間 隙 内 に 受 容 さ れ た 組 織 の 一 部 を 切 断 す る ブ レ ー ド と 、
　 を 備 え た ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 と 、
　 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド が 上 記 作 用 位 置 に 在 る と き に 身 体 の 外 部 に 留 ま る 制 御 ユ ニ ッ
ト で あ っ て 、 上 記 位 置 調 節 機 構 お よ び 上 記 ス テ ー プ ル 撃 発 機 構 の 作 用 を 制 御 す べ く 上 記 ス
テ ー プ ル 綴 じ 機 構 に 連 結 さ れ た 制 御 ユ ニ ッ ト と 、
　 を 備 え て 成 る 、 全 厚 切 除 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 長 手 方 向 に 可 撓 な 少 な く と も 一 個 の 駆 動 シ ャ フ ト に よ り 前 記 ス テ
ー プ ル 綴 じ 機 構 に 連 結 さ れ た 回 転 可 能 制 御 部 材 を 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 全 厚 切 除 シ ス テ ム
。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ス テ ー プ ル 撃 発 機 構 は 、 各 々 が 複 数 の ス テ ー プ ル ・ ス リ ッ ト の 夫 々 に 摺 動 的 に 受 容
さ れ た 複 数 の ス テ ー プ ル 撃 発 部 材 を 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 全 厚 切 除 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 第 1の 切 断 配 置 構 成 に お い て 前 記 ブ レ ー ド は 前 記 駆 動 シ ャ フ ト に 連 結 さ れ て 、 上 記 駆 動
シ ャ フ ト が 回 転 す る と 該 ブ レ ー ド は 初 期 位 置 か ら 、 前 記 間 隙 内 に 受 容 さ れ た 前 記 組 織 の 一
部 を 切 断 す る 最 終 位 置 へ と 移 動 さ れ る よ う に さ れ 、 且 つ 、
　 第 2の 非 切 断 配 置 構 成 に お い て 上 記 ブ レ ー ド は 上 記 駆 動 シ ャ フ ト か ら 結 合 解 除 さ れ て 、
上 記 駆 動 シ ャ フ ト を 回 転 し て も 上 記 ブ レ ー ド は 上 記 初 期 位 置 と 最 終 位 置 と の 間 で 移 動 さ れ
な い よ う に さ れ る 、
　 請 求 項 ２ 記 載 の 全 厚 切 除 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 は 、 把 持 デ バ イ ス を 受 容 す べ く 該 ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 を 貫 通 延
伸 す る 少 な く と も 一 個 の 内 孔 を 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 全 厚 切 除 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ブ レ ー ド か ら の 組 織 の 離 間 移 動 に 対 し て 抵 抗 を 与 え る 可 撓 ブ レ ー ド ・ シ ー ル ド を 更
に 備 え る 、 請 求 項 １ 記 載 の 全 厚 切 除 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 初 期 位 置 か ら 前 記 最 終 位 置 へ と 移 動 さ れ た と き に 前 記 ブ レ ー ド は 前 記 可 撓 ブ レ ー ド
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・ シ ー ル ド を 切 断 す る 、 請 求 項 ６ 記 載 の 全 厚 切 除 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 可 撓 ブ レ ー ド ・ シ ー ル ド は 第 1部 分 お よ び 第 2部 分 を 含 み 、 且 つ 、
　 前 記 初 期 位 置 か ら 前 記 最 終 位 置 へ と 移 動 さ れ る と き に 前 記 ブ レ ー ド は 上 記 第 1部 分 お よ
び 上 記 第 2部 分 の 間 を 通 過 す る 、 請 求 項 ６ 記 載 の 全 厚 切 除 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 複 数 の ス テ ー プ ル ・ ス リ ッ ト は 少 な く と も ２ 本 の 平 行 な 列 で 形 成 さ れ 、
　 前 記 ア ン ビ ル は 、 該 ア ン ビ ル お よ び 前 記 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド が 前 記 ス テ ー プ ル 綴 じ 位
置 に 在 る と き に 各 ス テ ー プ ル ・ ス リ ッ ト が 当 該 ス テ ー プ ル 成 形 溝 の 夫 々 一 つ と 概 ね 整 列 さ
れ る 如 く 位 置 決 め さ れ た 複 数 の ス テ ー プ ル 成 形 溝 を 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 全 厚 切 除 シ ス テ
ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 駆 動 シ ャ フ ト の 基 端 に 連 結 さ れ た 回 転 可 能 制 御 部 材 を 更 に 含
む 、 請 求 項 ９ 記 載 の 全 厚 切 除 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ブ レ ー ド は 、 作 動 の 第 1モ ー ド に お い て は 該 ブ レ ー ド の 作 動 が 前 記 各 ス テ ー プ ル の
撃 発 か ら 独 立 す る 如 く 前 記 駆 動 シ ャ フ ト に 選 択 的 に 連 結 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 全
厚 切 除 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド は 該 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド を 貫 通 延 伸 す る ブ レ ー ド ・ ス リ ッ
ト を 含 み 、 且 つ 、
　 該 ブ レ ー ド ・ ス リ ッ ト お よ び 前 記 各 ス テ ー プ ル ・ ス リ ッ ト は 前 記 内 視 鏡 の 長 手 軸 心 に 対
し て ほ ぼ 平 行 に 延 在 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 全 厚 切 除 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 ア ン ビ ル は ヒ ン ジ ・ ピ ン を 介 し て 前 記 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド に 連 結 さ れ 、 且 つ 、
　 上 記 ア ン ビ ル お よ び 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド は 上 記 ヒ ン ジ ・ ピ ン の 回 り で 回 転 す る こ
と に よ り 前 記 組 織 受 容 位 置 と 前 記 ス テ ー プ ル 綴 じ 位 置 と の 間 で 移 動 さ れ る 、 請 求 項 １ 記 載
の 全 厚 切 除 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 身 体 器 官 の 全 厚 部 分 を 除 去 す る 全 厚 切 除 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 可 撓 内 視 鏡 と 、
　 作 用 位 置 に お い て は 患 者 の 身 体 内 に 配 置 さ れ る ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 で あ っ て 、 上 記 内 視
鏡 は 当 該 ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 の 少 な く と も 一 部 を 貫 通 し て 摺 動 的 に 受 容 さ れ る と い う ス テ
ー プ ル 綴 じ 機 構 で あ っ て 、
　 　 　 ア ン ビ ル と 、
　 　 　 組 織 受 容 位 置 と ス テ ー プ ル 綴 じ 位 置 と の 間 に お い て 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 の 長 手
軸 心 に ほ ぼ 平 行 な 軸 心 に 沿 っ て 上 記 ア ン ビ ル お よ び 当 該 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド が 相 互 に 関
し て 移 動 可 能 と な る 如 く 上 記 ア ン ビ ル に 連 結 さ れ た ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド で あ っ て 、 該 ス
テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド と 上 記 ア ン ビ ル と の 間 に 形 成 さ れ る 間 隙 は 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ 位 置 に
お け る よ り も 上 記 組 織 受 容 位 置 に お け る 方 が 大 き い 、 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド と 、
　 　 　 上 記 組 織 受 容 位 置 お よ び ス テ ー プ ル 綴 じ 位 置 の 間 に お い て 上 記 ア ン ビ ル お よ び ス テ
ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド の 少 な く と も 一 方 を 該 ア ン ビ ル お よ び ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド の 他 方 に 対
し て 移 動 せ し め る 位 置 調 節 機 構 と 、
　 　 　 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド お よ び 上 記 ア ン ビ ル が 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ 位 置 に 在 る と
き に 、 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド 内 に 受 容 さ れ た 各 ス テ ー プ ル を 、 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ
ッ ド か ら 上 記 間 隙 を 通 り 上 記 ア ン ビ ル に 対 し て 且 つ 上 記 間 隙 内 に 受 容 さ れ た 任 意 の 組 織 を
貫 通 し て 、 順 次 に 撃 発 す る ス テ ー プ ル 撃 発 機 構 と 、
　 　 　 上 記 間 隙 内 に 受 容 さ れ た 組 織 の 一 部 を 切 断 す る よ う に 上 記 ス テ ー プ ル 撃 発 機 構 か ら
独 立 し て 作 動 可 能 な ブ レ ー ド と 、
　 を 備 え た ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 と 、
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　 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド が 上 記 作 用 位 置 に 在 る と き に 身 体 の 外 部 に 留 ま る 制 御 ユ ニ ッ
ト で あ っ て 、 上 記 位 置 調 節 機 構 お よ び 上 記 ス テ ー プ ル 撃 発 機 構 の 作 用 を 制 御 す べ く 上 記 ス
テ ー プ ル 綴 じ 機 構 に 連 結 さ れ 、 且 つ 、 上 記 ブ レ ー ド に 選 択 的 に 連 結 さ れ て 上 記 ス テ ー プ ル
綴 じ 機 構 か ら 独 立 し て 該 ブ レ ー ド を 作 動 せ し め る 制 御 ユ ニ ッ ト と 、
　 を 備 え て 成 る 、 全 厚 切 除 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 長 手 方 向 に 可 撓 で 捩 れ 的 に 堅 固 な 少 な く と も 一 個 の 駆 動 シ ャ フ ト
に よ り 前 記 ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 に 連 結 さ れ た 回 転 可 能 制 御 部 材 を 含 む 、 請 求 項 １ ４ 記 載 の
全 厚 切 除 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド は 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 内 に 形 成 さ れ 且 つ 該 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ
ド は 該 ヘ ッ ド の 末 端 面 に 形 成 さ れ た 複 数 の ス テ ー プ ル ・ ス リ ッ ト を 含 み 、
　 前 記 ア ン ビ ル は 、 該 ア ン ビ ル の 基 端 側 面 に 形 成 さ れ た 複 数 の ス テ ー プ ル 成 形 溝 を 含 み 、
且 つ 、
　 前 記 ス テ ー プ ル 綴 じ 位 置 に 在 る と き に 、 上 記 各 ス テ ー プ ル 成 形 溝 は 前 記 間 隙 を 介 し て 上
記 各 ス テ ー プ ル ・ ス リ ッ ト と 対 向 す る 、
　 請 求 項 １ ４ 記 載 の 全 厚 切 除 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 ス テ ー プ ル 撃 発 機 構 は 、 各 々 が 前 記 ス テ ー プ ル ・ ス リ ッ ト の 夫 々 に 摺 動 的 に 受 容 さ
れ た 複 数 の ス テ ー プ ル 撃 発 部 材 を 含 む 、 請 求 項 １ ６ 記 載 の 全 厚 切 除 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 制 御 ユ ニ ッ ト は 長 手 方 向 に 可 撓 で 捩 れ 的 に 堅 固 な 少 な く と も 一 個 の 駆 動 シ ャ フ ト に
よ り 前 記 ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 に 連 結 さ れ る 回 転 可 能 制 御 部 材 を 更 に 含 み 、
　 前 記 各 ス テ ー プ ル ・ ス リ ッ ト お よ び 前 記 各 ス テ ー プ ル 成 形 溝 は 第 1円 の 一 部 の 回 り に 延
在 し 、 且 つ 、
　 前 記 ス テ ー プ ル 撃 発 機 構 は 、 前 記 各 ス テ ー プ ル 撃 発 部 材 の 各 基 端 の 近 傍 の 平 面 内 に お い
て 前 記 駆 動 シ ャ フ ト と 共 に 回 転 す べ く 該 駆 動 シ ャ フ ト に 回 転 不 能 に 連 結 さ れ た 楔 部 材 を 含
む 、
　 請 求 項 １ ７ 記 載 の 全 厚 切 除 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 ブ レ ー ド は 、 前 記 第 1円 の 半 径 よ り も 小 さ な 半 径 を 有 す る 第 2円 で あ っ て 該 第 1円 と
同 心 的 な 第 2円 の 一 部 に 沿 っ て 組 織 を 切 断 す る 、 請 求 項 １ ８ 記 載 の 全 厚 切 除 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 楔 部 材 は 前 記 ブ レ ー ド に 堅 固 に 連 結 さ れ る 、 請 求 項 １ ９ 記 載 の 全 厚 切 除 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 ブ レ ー ド は 前 記 駆 動 シ ャ フ ト が 該 ブ レ ー ド と は 独 立 し て 回 転 し 得 る 如 く 該 駆 動 シ ャ
フ ト に 回 転 可 能 に 連 結 さ れ 、 且 つ 、
　 前 記 楔 部 材 は 上 記 ブ レ ー ド に 選 択 的 に 連 結 さ れ 、 該 楔 部 材 に 連 結 さ れ た と き に 上 記 ブ レ
ー ド が 該 楔 部 材 に 堅 固 に 連 結 さ れ て 上 記 駆 動 シ ャ フ ト お よ び 該 楔 部 材 と 共 に 回 転 す る よ う
に す る 、 請 求 項 １ ９ 記 載 の 全 厚 切 除 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 ア ン ビ ル の 末 端 面 は 、 身 体 器 官 内 へ の 挿 入 時 に 前 記 ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 の 先 端 面 を
形 成 す る 該 ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 の 最 末 端 を 形 成 し 、 且 つ 、
　 上 記 ア ン ビ ル の 上 記 末 端 面 は テ ー パ 付 け さ れ る 、 請 求 項 １ ４ 記 載 の 全 厚 切 除 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 各 ス テ ー プ ル ・ ス リ ッ ト は 前 記 第 1円 の 一 部 の 回 り に お い て 360° 未 満 で 延 在 す る 、
請 求 項 １ ８ 記 載 の 全 厚 切 除 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 各 ス テ ー プ ル ・ ス リ ッ ト は 前 記 第 1円 の 一 部 の 回 り に お い て 270° 未 満 で 延 在 す る 、
請 求 項 １ ８ 記 載 の 全 厚 切 除 シ ス テ ム 。
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【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド は 把 持 デ バ イ ス を 受 容 す べ く 該 ヘ ッ ド を 貫 通 延 伸 す る 少 な く
と も 一 個 の 内 孔 を 含 む 、 請 求 項 １ ４ 記 載 の 全 厚 切 除 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ の 少 な く と も 一 部 は ほ ぼ 透 明 な 堅 固 材 料 で 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １
６ 記 載 の 全 厚 切 除 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 ア ン ビ ル は 前 記 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド に 枢 動 連 結 さ れ る 、 請 求 項 １ ４ 記 載 の 全 厚 切
除 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 間 隙 内 に 受 容 さ れ た 組 織 の 一 部 を 貫 通 切 断 す べ く 前 記 ブ レ ー ド と 協 働 す る 可 撓 ブ レ
ー ド ・ シ ー ル ド を 更 に 備 え て 成 る 、 請 求 項 １ ４ 記 載 の 全 厚 切 除 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 切 断 前 初 期 位 置 と 切 断 後 最 終 位 置 と の 間 で 移 動 す る と き に 前 記 ブ レ ー ド は 前 記 可 撓 ブ レ
ー ド ・ シ ー ル ド を 切 断 す る 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 全 厚 切 除 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 可 撓 ブ レ ー ド ・ シ ー ル ド は 第 1部 分 お よ び 第 2部 分 を 含 み 、 且 つ 、
　 切 断 前 初 期 位 置 と 切 断 後 最 終 位 置 と の 間 を 移 動 す る と き 、 前 記 ブ レ ー ド は 上 記 可 撓 ブ レ
ー ド ・ シ ー ル ド の 上 記 第 1お よ び 第 2部 分 の 間 を 通 過 す る 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 全 厚 切 除 シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 当 該 ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 を 貫 通 延 伸 す る 内 視 鏡 受 容 内 孔 を 有 す る と 共 に 、 作 用 位 置 に お
い て は 、 患 者 の 身 体 内 に 全 体 が 受 容 さ れ る ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 で あ っ て 、
　 　 　 ア ン ビ ル と 、
　 　 　 組 織 受 容 位 置 と ス テ ー プ ル 綴 じ 位 置 と の 間 で 、 当 該 ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 の 長 手 軸 心
に ほ ぼ 平 行 な 軸 心 に 沿 っ て 上 記 ア ン ビ ル お よ び 当 該 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド が 相 互 に 関 し て
移 動 可 能 と な る 如 く 上 記 ア ン ビ ル に 連 結 さ れ た ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド で あ っ て 、 該 ス テ ー
プ ル 綴 じ ヘ ッ ド と 上 記 ア ン ビ ル と の 間 に 形 成 さ れ る 間 隙 は 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ 位 置 に お け
る よ り も 上 記 組 織 受 容 位 置 に お け る 方 が 大 き い 、 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド と 、
　 　 　 上 記 組 織 受 容 位 置 お よ び ス テ ー プ ル 綴 じ 位 置 の 間 に お い て 上 記 ア ン ビ ル お よ び ス テ
ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド の 少 な く と も 一 方 を 該 ア ン ビ ル お よ び ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド の 他 方 に 対
し て 移 動 せ し め る 位 置 調 節 機 構 と 、
　 　 　 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド 内 に 受 容 さ れ た 各 ス テ ー プ ル を 、 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ
ッ ド か ら 上 記 間 隙 を 通 り 上 記 ア ン ビ ル に 対 し て 且 つ 上 記 間 隙 内 に 受 容 さ れ た 任 意 の 組 織 を
貫 通 し て 、 順 次 に 撃 発 す る ス テ ー プ ル 撃 発 機 構 と 、
　 　 　 上 記 間 隙 内 に 受 容 さ れ た 組 織 の 一 部 を 切 断 す る ブ レ ー ド と 、
　 を 備 え た ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 と 、
　 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 が 上 記 作 用 位 置 に 在 る と き に 身 体 の 外 側 に 留 ま る 制 御 ユ ニ ッ ト
で あ っ て 、 該 制 御 ユ ニ ッ ト は 上 記 位 置 調 節 機 構 お よ び 上 記 ス テ ー プ ル 撃 発 機 構 の 作 動 を 制
御 す べ く 少 な く と も 一 個 の 可 撓 駆 動 シ ャ フ ト を 介 し て 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 に 連 結 さ れ
、 上 記 駆 動 シ ャ フ ト は 上 記 ブ レ ー ド に 対 し 、 第 1モ ー ド に お い て は 該 駆 動 シ ャ フ ト が 回 転
さ れ て も 上 記 ブ レ ー ド は 移 動 さ れ ず 且 つ 第 2モ ー ド に お い て は 該 駆 動 シ ャ フ ト が 回 転 さ れ
る と 上 記 ブ レ ー ド は 所 定 経 路 に 沿 っ て 移 動 さ れ る 如 く 、 選 択 的 に 連 結 可 能 で あ る 、 制 御 ユ
ニ ッ ト と 、
　 を 備 え て 成 る 、 全 厚 切 除 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 当 該 ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 を 貫 通 延 伸 す る 内 視 鏡 受 容 内 孔 を 有 す る と 共 に 、 作 用 位 置 に お
い て は 、 患 者 の 身 体 内 に 全 体 が 受 容 さ れ る ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 で あ っ て 、
　 　 　 ア ン ビ ル と 、
　 　 　 組 織 受 容 位 置 と ス テ ー プ ル 綴 じ 位 置 と の 間 で 、 当 該 ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 の 長 手 軸 心
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に ほ ぼ 平 行 な 軸 心 に 沿 っ て 上 記 ア ン ビ ル お よ び 当 該 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド が 相 互 に 関 し て
移 動 可 能 と な る 如 く 上 記 ア ン ビ ル に 連 結 さ れ た ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド で あ っ て 、 該 ス テ ー
プ ル 綴 じ ヘ ッ ド と 上 記 ア ン ビ ル と の 間 に 形 成 さ れ る 間 隙 は 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ 位 置 に お け
る よ り も 上 記 組 織 受 容 位 置 に お け る 方 が 大 き い 、 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド と 、
　 　 　 上 記 組 織 受 容 位 置 お よ び ス テ ー プ ル 綴 じ 位 置 の 間 に お い て 上 記 ア ン ビ ル お よ び ス テ
ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド の 少 な く と も 一 方 を 該 ア ン ビ ル お よ び ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド の 他 方 に 対
し て 移 動 せ し め る ギ ヤ ド ラ イ ブ と 、
　 　 　 カ ム 表 面 を 有 す る 楔 部 材 で あ っ て 、 該 楔 部 材 が 複 数 の 撃 発 ピ ン を 通 過 し て 移 動 す る
と 、 各 撃 発 ピ ン の 近 傍 に お い て 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド 内 に 受 容 さ れ た 各 ス テ ー プ ル が
上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド か ら 上 記 間 隙 を 通 り 上 記 ア ン ビ ル に 対 し て 且 つ 上 記 間 隙 内 に 受
容 さ れ た 任 意 の 組 織 を 貫 通 し て 順 次 に 撃 発 さ れ る 、 楔 部 材 と 、
　 　 　 上 記 間 隙 内 に 受 容 さ れ た 組 織 の 一 部 を 切 断 す る ブ レ ー ド と 、
　 を 備 え た ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 と 、
　 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド が 上 記 作 用 位 置 に 在 る と き に 身 体 の 外 側 に 留 ま る 制 御 ユ ニ ッ
ト で あ っ て 、 該 制 御 ユ ニ ッ ト は 上 記 位 置 調 節 機 構 、 上 記 ス テ ー プ ル 撃 発 機 構 お よ び 上 記 ブ
レ ー ド の 作 動 を 制 御 す べ く 少 な く と も 一 個 の 可 撓 駆 動 シ ャ フ ト を 介 し て 上 記 ス テ ー プ ル 綴
じ 機 構 に 連 結 さ れ 、 切 断 配 置 構 成 に お い て 上 記 ブ レ ー ド は 上 記 駆 動 シ ャ フ ト に 回 転 不 能 に
連 結 さ れ て 上 記 駆 動 シ ャ フ ト が 回 転 す る と 上 記 ブ レ ー ド は 上 記 間 隙 に 亙 り 移 動 さ れ る よ う
に さ れ 、 且 つ 、 非 切 断 配 置 構 成 に お い て 上 記 ブ レ ー ド は 上 記 駆 動 シ ャ フ ト か ら 分 離 さ れ る
、 制 御 ユ ニ ッ ト と 、
　 を 備 え て 成 る 、 全 厚 切 除 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 第 1円 は 、 前 記 ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 の 長 手 軸 心 に 対 し て ほ ぼ 直 交 す る 平 面 内 に 延 在
す る 、 請 求 項 １ ８ 記 載 の 全 厚 切 除 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 ブ レ ー ド は 、 前 記 第 1円 の 半 径 よ り も 小 さ な 半 径 を 有 す る 第 2円 で あ っ て 該 第 1円 と
同 心 的 な 第 2円 の 一 部 に 沿 っ て 組 織 を 切 断 す る 、 請 求 項 １ ８ 記 載 の 全 厚 切 除 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 特 に 結 腸 な ど の 管 状 器 官 に お け る 病 巣 (lesion)の 局 所 的 切 除 を 行 う 全 厚 切 除
デ バ イ ス に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 切 除 処 置 に お い て は 、 器 官 の 一 部 が 切 除 さ れ る と 共 に 、 切 除 に よ り 形 成 さ れ た 孔 を 閉 塞
す る よ う に 周 囲 組 織 が 接 合 さ れ 、 過 剰 な 組 織 は 除 去 さ れ る 。 従 来 の 種 々 の デ バ イ ス お よ び
処 置 は 、 管 状 器 官 に お け る 病 巣 を 切 除 す べ く 利 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 幾 つ か の 公 知 の 切 除 デ バ イ ス お よ び 処 置 で は 、 病 巣 も し く は 治 療 部 位 に 接 近 す べ
く 、 切 除 さ れ る べ き 器 官 の 部 分 の 近 傍 領 域 に お い て 少 な く と も 一 箇 所 を 切 開 す る 必 要 が あ
る (と 言 う の も 、 例 え ば 、 切 除 デ バ イ ス は 操 舵 (steering)機 能 お よ び ／ ま た は 視 認 機 能 を
欠 く こ と も あ る か ら で あ る )。 故 に 、 切 除 さ れ る べ き 器 官 部 分 に 医 師 が 接 近 す る の を 許 容
す る と 共 に そ の 部 分 に 対 し て 上 記 デ バ イ ス を 案 内 す べ く 、 切 開 が 必 要 と さ れ る 。 あ る い は
、 切 除 さ れ る べ き 器 官 部 分 に 手 術 用 デ バ イ ス が 届 か な い 場 合 、 ま た は 、 切 除 さ れ る べ き 部
位 ま で 上 記 器 官 を 通 し て 屈 曲 す る に 十 分 な ほ ど 手 術 用 デ バ イ ス が 可 撓 で な い 場 合 は 、 上 記
デ バ イ ス を 上 記 処 置 の た め に 位 置 決 め す る 上 で 切 開 が 必 要 と さ れ る 。 当 然 、 こ れ ら の 切 開
に は 痛 み が 伴 う と 共 に 、 管 状 切 除 処 置 自 体 か ら の 回 復 に 加 え 、 切 開 部 分 が 回 復 す る 間 に 可
動 性 (mobility)が 部 分 的 に も し く は 完 全 に 失 わ れ る こ と も あ る 。 こ れ に 加 え 、 斯 か る 処 置
か ら 回 復 す る 上 で 必 要 な 期 間 は 、 切 開 を 必 要 と し な い 処 置 に お け る よ り も 長 期 と な る こ と
が 多 い 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 に お け る １ つ の 形 式 の 切 除 処 置 で は 円 形 の ス テ ー プ ル 綴 じ 器 具 (circular stapling
 instrument)を 利 用 す る が 、 こ の 場 合 、 管 状 器 官 の 管 状 部 分 が 切 除 さ れ る こ と に よ り 管 状
器 官 は 第 1セ グ メ ン ト お よ び 第 2セ グ メ ン ト に 分 離 さ れ る 。 次 に 上 記 第 1お よ び 第 2セ グ メ ン
ト の 各 端 部 は 個 別 に 巾 着 状 に 結 ば れ 、 接 合 さ れ 、 ス テ ー プ ル 綴 じ さ れ 、 そ し て 、 “ 巾 着 状
” の 各 端 部 が 切 り 離 さ れ る 。 こ の 全 円 的 切 除 処 置 に お い て は 、 器 官 の 個 々 の 端 部 を 切 断 し
て 個 別 に 結 着 す べ く 、 切 除 部 分 の 近 傍 に て 少 な く と も 一 箇 所 の 別 の 侵 襲 的 切 開 を 行 わ ね ば
な ら な い 。 ま た 、 切 除 デ バ イ ス の 第 1部 分 を 上 記 第 1セ グ メ ン ト 内 に 載 置 す る と と も に 上 記
デ バ イ ス の 対 応 第 2部 分 を 上 記 第 2セ グ メ ン ト 内 に 載 置 す る こ と に よ り 上 記 デ バ イ ス が 上 記
第 1お よ び 第 2セ グ メ ン ト を い っ し ょ に し て 各 器 官 部 分 を 相 互 に 再 付 着 さ せ 得 る た め に 、 別
の 切 開 も 必 要 で あ る 。 こ れ ら の 各 別 体 部 分 の 第 1の も の は 一 般 的 に ス テ ー プ ル 撃 発 機 構 (st
aple firing mechanism)を 含 み 得 る 一 方 、 第 2部 分 は 各 ス テ ー プ ル を 成 形 す る ア ン ビ ル (an
vil)を 含 ん で い る 。 故 に こ の 形 式 の 切 除 処 置 は 、 侵 襲 的 切 開 を 要 す る 処 置 に 関 し て 上 述 し
た 欠 点 を 有 し て い る 。 こ れ に 加 え 、 器 官 を ２ 個 の セ グ メ ン ト へ と 分 離 す る と 、 有 菌 の 腸 内
物 が 無 菌 の 体 腔 内 に 溢 流 す る 虞 れ が あ り 、 過 酷 な 汚 染 を 引 き 起 こ し て 死 に 至 る 可 能 性 が あ
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 代 替 的 な 切 除 デ バ イ ス と し て は 、 所 望 形 状 へ と 屈 曲 も し く は 形 状 化 さ れ て か ら 患 者 の 体
腔 内 に 挿 入 さ れ 得 る シ ャ フ ト 上 の ス テ ー プ ル 綴 じ ／ 切 断 ア セ ン ブ リ が 挙 げ ら れ る 。 上 記 シ
ャ フ ト が 所 望 形 状 へ と 屈 曲 さ れ た な ら 、 該 シ ャ フ ト の 剛 性 に よ り 上 記 形 状 は 手 術 の 間 維 持
さ れ る 。 し か し こ の 態 様 は 上 記 デ バ イ ス の 効 果 的 な 手 術 範 囲 を 制 限 す る 、 と 言 う の も 、 挿
入 前 に シ ャ フ ト は 上 記 所 望 形 状 へ と 屈 曲 さ れ る と 共 に 屈 曲 さ れ た シ ャ フ ト は 剛 性 を 有 す る
こ と か ら 、 医 師 は 除 去 さ れ る べ き 器 官 部 分 の 箇 所 を シ ャ フ ト 挿 入 前 に 確 認 す る と 共 に そ れ
に 従 い シ ャ フ ト を 変 形 す る 必 要 が あ る か ら で あ る 。 更 に 、 上 記 シ ャ フ ト は 剛 性 を 有 す る こ
と か ら 、 特 に 屈 曲 お よ び ／ ま た は 迂 回 経 路 に よ り 到 達 さ れ る べ き 領 域 (例 え ば 、 S状 結 腸 )
な ど の 、 器 官 内 の 遠 隔 領 域 に 到 達 す る こ と が 困 難 と な る 。 故 に 、 切 除 さ れ る べ き 器 官 部 分
に デ バ イ ス を 位 置 決 め す る た め に は 、 該 器 官 部 分 の 近 傍 で 切 開 を 行 う こ と が 必 要 と な る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 可 撓 内 視 鏡 と 、 ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 (stapling mechanism)と を 備 え 、 上 記 内
視 鏡 は 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 の 少 な く と も 一 部 を 貫 通 し て 摺 動 的 に 受 容 さ れ る 、 全 厚 切
除 シ ス テ ム に 関 す る 。 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 は 、 ア ン ビ ル と 、 組 織 受 容 位 置 と ス テ ー プ
ル 綴 じ 位 置 と の 間 で 上 記 ア ン ビ ル お よ び 当 該 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド が 相 互 に 関 し て 移 動 可
能 と な る 如 く 上 記 ア ン ビ ル に 取 り 付 け ら れ た ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド と を 含 み 、 該 ス テ ー プ
ル 綴 じ ヘ ッ ド と 上 記 ア ン ビ ル と の 間 に 形 成 さ れ る 間 隙 は 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ 位 置 に お け る
よ り も 上 記 組 織 受 容 位 置 に お け る 方 が 大 き い 。 上 記 組 織 受 容 位 置 お よ び ス テ ー プ ル 綴 じ 位
置 の 間 に お い て 上 記 ア ン ビ ル お よ び ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド を 移 動 す べ く 位 置 調 節 機 構 が 配
備 さ れ る と 共 に 、 ス テ ー プ ル 撃 発 機 構 は 複 数 の ス テ ー プ ル を 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド か
ら 上 記 間 隙 を 通 り 上 記 ア ン ビ ル に 対 し て 且 つ 上 記 間 隙 内 に 受 容 さ れ た 任 意 の 組 織 を 貫 通 し
て 順 次 に 撃 発 し 、 且 つ 、 ブ レ ー ド も し く は ナ イ フ は 上 記 間 隙 内 に 受 容 さ れ た 組 織 の 一 部 を
切 断 す る 。 身 体 の 外 側 に 留 ま る 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 上 記 位 置 調 節 機 構 お よ び 上 記 ス テ ー プ ル
撃 発 機 構 の 作 用 を 制 御 す べ く 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 に 連 結 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に 示 さ れ た 如 く 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 装 置 は 、 好 適 に は 外 装 (she
ath)4の 末 端 4aに 接 続 さ れ 得 る 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ 2を 備 え て い る 。 外 装 4の 基 端 4bは
好 適 に は 、 制 御 ハ ン ド ル 6に 接 続 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 作 用 時 に は 、 図 ２ に 示 さ れ た 如 く 制 御 ハ ン ド ル 6、 外 装 4お よ び 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ
2を 貫 通 し て 内 視 鏡 8を 通 過 さ せ る こ と に よ り 、 上 記 装 置 全 体 が 内 視 鏡 8上 に 取 付 け ら れ る
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。 次 に 内 視 鏡 8は 身 体 孔 (body orifice)内 に 挿 入 さ れ 、 (通 常 は 管 状 器 官 に 通 気 し 乍 ら )視
覚 的 観 察 に よ り 管 状 器 官 内 の 病 巣 を 発 見 す る 。 病 巣 が 発 見 さ れ た な ら 、 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ
ン ブ リ 2が 該 病 巣 の 近 傍 の 所 望 位 置 と さ れ る ま で 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ 2お よ び 外 装 4は
内 視 鏡 8に 沿 っ て 管 状 器 官 内 に 摺 動 的 に 前 進 さ れ る 。 当 業 者 で あ れ ば 、 代 替 実 施 例 に お い
て 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ 2も 内 視 鏡 8の 末 端 に 対 し て 着 脱 可 能 に 連 結 さ れ 得 る と 共 に 、 上
記 機 構 全 体 が 視 覚 的 観 察 の 下 で 身 体 孔 内 に 挿 入 さ れ 得 る こ と を 理 解 し 得 よ う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ に 示 さ れ た 如 く 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ 2は 、 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12の 末 端 12aに 連 結
さ れ た ア ン ビ ル 部 材 (anvil member)10を 備 え て い る 。 ア ン ビ ル 部 材 10は 、 基 端 面 14お よ び
そ れ よ り 小 さ な 末 端 面 16を 備 え た ほ ぼ 三 日 月 形 の 断 面 (crescent shaped cross-section)
を 有 し て い る (す な わ ち 、 ア ン ビ ル 部 材 10の 外 側 縁 部 18が 第 1円 の 一 部 を 概 ね 形 成 す る と 共
に 第 2の 小 寸 の 円 形 切 欠 13が 該 第 1円 内 に 形 成 さ れ る )。 ア ン ビ ル 部 材 10の 切 欠 13は 、 作 動
ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ 2全 体 に 内 視 鏡 8が 貫 通 摺 動 さ れ る こ と を 可 能 に し 、 該 内 視 鏡 8が 身 体
通 路 内 に 前 進 さ れ て 、 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ 2が 後 で 身 体 内 に 前 進 さ れ て 病 巣 に 至 る の
を 許 容 す べ く 含 ま れ る も の で あ る 。 切 欠 13は 更 に 、 内 視 鏡 8に よ る 前 方 視 野 を 提 供 す る も
の で も あ る 。 故 に 、 内 視 鏡 8を 収 容 す る に 十 分 な 大 き さ の 任 意 形 状 の 切 欠 13が 選 択 さ れ 得
る が 、 切 欠 が 大 き い ほ ど 視 野 は 大 き く な る 。 ア ン ビ ル 部 材 10の 外 側 面 18は 作 動 ヘ ッ ド ・ ア
セ ン ブ リ 2の 中 央 軸 心 に 対 し て ほ ぼ 平 行 に 延 在 す る 一 方 、 ア ン ビ ル 部 材 10の 基 端 面 お よ び
末 端 面 14、 18は 上 記 中 央 軸 心 に 対 し て ほ ぼ 直 交 す る 各 平 面 内 に 延 在 す る 。 外 側 面 18は 、 テ
ー パ 部 分 5に よ り 末 端 面 16に 接 合 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ３ に 示 さ れ た 如 く ア ン ビ ル 部 材 10の 基 端 面 14は 、 第 1キ ャ ビ テ ィ 37と 、 該 第 1キ ャ ビ テ
ィ 37を 囲 繞 す る リ ム 41と を 含 む 。 ア ン ビ ル 部 材 10の リ ム 41上 に は 、 複 数 の ス テ ー プ ル 成 形
溝 (staple forming grooves)19が ２ つ の オ フ セ ッ ト 列 (two offset rows)で 配 置 さ れ る と
共 に 各 溝 19の 各 列 の 径 方 向 内 側 で は 円 形 の 案 内 ス リ ッ ト 21が 延 在 す る 。 基 端 面 14の 残 部 か
ら は 上 記 リ ム 41が 突 出 す る こ と か ら 、 基 端 面 14上 に は 浅 底 キ ャ ビ テ ィ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ア ン ビ ル 部 材 10は 、 好 適 に は ほ ぼ 円 柱 状 と さ れ 得 る ２ 本 の 取 付 軸 20a、 20bに よ り 基 端 側
ハ ウ ジ ン グ 12に 連 結 さ れ る 。 取 付 軸 20a、 20bの 各 々 は 、 三 日 月 形 の ア ン ビ ル 部 材 10に よ り
形 成 さ れ た ２ 個 の 角 状 部 22a、 22bの 対 応 す る 方 の 角 状 部 上 に て 、 ア ン ビ ル 部 材 10の 基 端 面
14に 連 結 さ れ る 。 ア ン ビ ル 部 材 10は 取 付 軸 20a、 20bに 対 し て 固 定 的 に 連 結 さ れ て 示 さ れ る
が 、 当 業 者 で あ れ ば 、 ア ン ビ ル 部 材 10は 図 ３ ａ に 示 さ れ た 如 く 内 視 鏡 8に よ る 視 野 を 大 き
く す べ く 取 付 軸 20a、 20bに 枢 動 連 結 さ れ て も 良 い こ と は 理 解 さ れ る 。 こ の 枢 動 式 態 様 に お
い て ア ン ビ ル 部 材 10は 第 1配 置 構 成 に お い て は 傾 斜 さ れ る こ と か ら 、 ア ン ビ ル 部 材 10の 残
部 よ り も 角 状 部 22a、 22bの 方 が 上 記 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ の 末 端 12aに 近 く な る 。 そ の 場 合 、
基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12の 末 端 12aに 向 け て ア ン ビ ル 部 材 10が 引 張 ら れ る と 、 ア ン ビ ル 部 材 10
は 先 ず 角 状 部 22a、 22bに て 末 端 12aに 対 し て 押 圧 さ れ る こ と か ら 、 該 ア ン ビ ル 部 材 10は 該
ア ン ビ ル 部 材 10の 基 端 面 14が 末 端 12aと 平 行 と な る ま で 枢 動 せ し め ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に 示 さ れ た 如 く 取 付 軸 20a、 20bは 取 付 孔 26a、 26b内 に 摺 動 的 に 受 容 さ れ る が 、 該 取
付 孔 26a、 26bは 取 付 軸 20a、 20bの サ イ ズ お よ び 形 状 に ほ ぼ 対 応 す る サ イ ズ お よ び 形 状 を 有
す る と 共 に 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12を 軸 心 方 向 に 貫 通 し て 延 在 す る 。 取 付 軸 20a、 20bは 好 適 に
は 、 リ ム 41と 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12の 末 端 12aと の 間 に 第 1所 定 幅 の 組 織 把 持 間 隙 が 形 成 さ れ
る と い う 最 基 端 側 位 置 と 、 リ ム 41と 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12の 末 端 12aと の 間 に 更 に 大 き な 第 2
所 定 幅 の 組 織 受 容 間 隙 が 形 成 さ れ る と い う 最 末 端 側 位 置 と 、 の 間 に お い て 、 取 付 孔 26a、 2
6b内 で 基 端 側 へ 及 び 末 端 側 へ と 軸 心 方 向 に 移 動 可 能 で あ る 。 上 記 第 2所 定 幅 は 好 適 に は 、
ア ン ビ ル 部 材 10と 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12と の 間 の 切 除 位 置 へ と 管 状 器 官 の 一 部 が 引 き 入 れ ら
れ 得 る 如 く 、 切 除 さ れ つ つ あ る 器 官 の 壁 厚 の ２ 倍 よ り 大 き く す べ き で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ４ に 示 さ れ た 如 く 、 取 付 軸 20aお よ び 20bの 少 な く と も 一 方 の 基 端 は 、 基 端 側 ハ ウ ジ ン
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グ 12内 に 配 備 さ れ た 駆 動 機 構 102に 連 結 さ れ る 。 好 適 実 施 例 に お い て 駆 動 機 構 102は 、 ヨ ー
ク 103お よ び 駆 動 シ ャ フ ト 105か ら 構 成 さ れ る 。 ヨ ー ク 103は 好 適 に は 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12
の 軸 心 に 沿 っ て 長 手 方 向 移 動 す べ く 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12内 に 摺 動 的 に 受 容 さ れ る こ と か ら
、 ア ン ビ ル 部 材 10が 上 記 最 基 端 側 位 置 に 在 る と き に ヨ ー ク 103は 対 応 す る 最 基 端 側 位 置 に
在 り 、 且 つ 、 上 記 ア ン ビ ル 部 材 が 上 記 最 末 端 側 位 置 に 在 る と き に ヨ ー ク 103は 対 応 す る 最
末 端 側 位 置 に 在 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ヨ ー ク 103は 好 適 に は 、 ほ ぼ 矩 形 の 断 面 を 有 す る ほ ぼ 半 円 形 状 と さ れ 得 る 。 図 ４ に お い
て ヨ ー ク 103に よ り 形 成 さ れ た 部 分 円 (semicircle)は ほ ぼ 四 分 の 一 の 円 弧 (quarter arc of
 a circle)を 形 成 す る が 、 ヨ ー ク 103は 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12の 内 部 収 容 お よ び 取 付 軸 20aお
よ び 20bの 位 置 に 基 づ い て 更 に 大 き な 半 円 形 と さ れ 得 る 。 取 付 軸 20aは 好 適 に は ヨ ー ク 103
の 第 1端 部 103aに て ヨ ー ク 103に 連 結 さ れ 得 る と 共 に 、 取 付 軸 20bは ヨ ー ク 103の 第 2端 部 103
bに て 連 結 さ れ 得 る 。 駆 動 シ ャ フ ト 105の 相 補 螺 条 付 の 末 端 105aの 直 径 に ほ ぼ 対 応 す る 直 径
を 有 す る シ ャ フ ト 孔 107は 、 第 1端 部 103aお よ び 第 2端 部 103bの 間 の ほ ぼ 中 間 点 に て ヨ ー ク 1
03を 貫 通 延 伸 す る 。 故 に 、 駆 動 シ ャ フ ト 105が 回 転 さ れ る と 、 螺 条 付 末 端 105aは シ ャ フ ト
孔 107に 係 合 し て ヨ ー ク 103を (駆 動 シ ャ フ ト 105の 回 転 方 向 に 依 存 し て )基 端 側 へ も し く は
末 端 側 へ と 移 動 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 駆 動 シ ャ フ ト 105の 末 端 105aは 好 適 に は 、 少 な く と も 最 基 端 ヨ ー ク 位 置 お よ び 最 末 端 ヨ
ー ク 位 置 の 間 の 距 離 に ほ ぼ 対 応 す る 長 さ の 第 1部 分 105tに 亙 り 螺 条 形 成 さ れ る べ き で あ る
が 、 残 部 105rに は 螺 条 形 成 さ れ な く て も 良 い 。 駆 動 シ ャ フ ト 105は 螺 条 付 第 1部 分 105tの 直
近 の 領 域 (部 分 105tの 基 端 側 お よ び ／ ま た は 末 端 側 )に お い て 大 き な 断 面 を 有 し 得 る こ と か
ら 、 第 1部 分 105tに 対 す る ヨ ー ク 103の 移 動 を 制 限 し 得 る 。 当 業 者 で あ れ ば 、 駆 動 シ ャ フ ト
105は 回 転 は さ れ 得 る が 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12に 対 し て 移 動 は し 得 な い 様 に 、 該 駆 動 シ ャ フ
ト 105が 好 適 に は 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12内 に 回 転 可 能 に 取 付 け ら れ る こ と を 理 解 し 得 よ う 。
駆 動 シ ャ フ ト 105は 好 適 に は 、 外 装 4を 貫 通 延 伸 し て 制 御 ハ ン ド ル 6に 至 る 駆 動 ケ ー ブ ル 100
に 連 結 さ れ た 基 端 105bま で 延 在 す る 。 駆 動 ケ ー ブ ル 100は 好 適 に は 、 外 装 4の 周 縁 内 部 に 沿
っ て 軸 心 方 向 に 延 在 す る 。 当 業 者 で あ れ ば 、 外 装 4は 好 適 に は 該 外 装 4内 に お い て 回 転 す る
上 記 駆 動 ケ ー ブ ル か ら の ト ル ク 力 に 抗 す べ く 捩 れ 的 に 堅 固 で あ る こ と を 理 解 し 得 よ う 。 但
し 外 装 4は 長 手 方 向 に は 可 撓 で あ る こ と か ら 、 外 装 4は 内 視 鏡 8に 沿 っ て 摺 動 的 に 前 進 さ れ
得 る と 共 に 、 内 視 鏡 8の 作 動 に 対 す る 干 渉 と 周 囲 組 織 に 対 す る 損 傷 と を 最 小 化 す る 。 外 装 4
は 好 適 に は 、 複 数 の 方 向 へ と 内 視 鏡 8の 末 端 を 旋 回 さ せ る よ う な 力 の 伝 達 及 び 該 内 視 鏡 の
ト ル ク 付 加 可 能 な 回 転 (torqueable ratation)を 許 容 す べ く 可 撓 で あ る 、 と い う 公 知 の 内
視 鏡 用 挿 入 管 と 同 様 に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ７ 乃 至 図 １ ０ は 図 １ の 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ 2の 破 断 図 (cutaway view)で あ り 、 駆
動 シ ャ フ ト 105お よ び ヨ ー ク 103の 夫 々 の 移 動 は 上 述 の 様 式 で 制 限 さ れ て い る 。 図 ８ に 示 さ
れ た 如 く 、 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12の 基 端 12bに は 西 洋 ナ シ 形 の 後 部 カ バ ー ・ プ レ ー ト 460が 好
適 に は 接 続 さ れ 得 る 。 後 部 カ バ ー ・ プ レ ー ト 460の 下 部 に は 該 プ レ ー ト 460を 貫 通 し て 駆 動
シ ャ フ ト 105を 受 容 す べ く 、 駆 動 シ ャ フ ト 105の 断 面 サ イ ズ と ほ ぼ 対 応 す る 断 面 サ イ ズ を 有
す る 第 1シ ャ フ ト 孔 462が 配 備 さ れ る 。 故 に こ の 配 置 構 成 に お い て ヨ ー ク 103は 長 手 方 向 移
動 の み に 制 限 さ れ る 、 と 言 う の も 、 ヨ ー ク 103の 末 端 側 は 取 付 孔 26a、 26b内 に 配 設 さ れ た
取 付 軸 20a、 20bに 連 結 さ れ る と 共 に 、 ヨ ー ク 103の 基 端 側 は 第 1シ ャ フ ト 孔 462内 に 配 設 さ
れ た 駆 動 シ ャ フ ト 105に 連 結 さ れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ９ ａ に 示 さ れ た 如 く 、 後 部 カ バ ー ・ プ レ ー ト 460の 各 側 に て 駆 動 シ ャ フ ト 105に 固 定 的
に 取 付 け ら れ た ２ 個 の ワ ッ シ ャ 型 デ バ イ ス 470に よ り 、 駆 動 シ ャ フ ト 105の 移 動 は 該 駆 動 シ
ャ フ ト 105の 軸 心 回 り に お け る 回 転 移 動 の み に 制 限 さ れ 得 る 。 後 部 カ バ ー ・ プ レ ー ト 460内
に お け る 駆 動 シ ャ フ ト 105の 部 分 に 対 し て 、 後 部 カ バ ー ・ プ レ ー ト 460の 各 側 に て 駆 動 シ ャ
フ ト 105の 断 面 サ イ ズ を 大 き く し て も 、 同 様 の 結 果 が 達 成 さ れ 得 る 。 代 替 的 に 、 後 部 カ バ
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ー ・ プ レ ー ト 460の ほ ぼ 中 心 に 配 置 さ れ た 駆 動 シ ャ フ ト 105の 膨 出 部 分 476の 断 面 が 、 該 膨
出 部 分 476の 直 近 に お け る 駆 動 シ ャ フ ト 105の 部 分 よ り も 大 寸 と さ れ て も 良 い 。 そ の 場 合 に
第 1シ ャ フ ト 孔 462は 、 該 第 1シ ャ フ ト 孔 462の 残 部 よ り も 大 き な 断 面 の 中 央 部 分 474を 有 す
る こ と に よ り 駆 動 シ ャ フ ト 105の 膨 出 部 分 476を 収 容 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ９ ｂ は 駆 動 ケ ー ブ ル 100と 駆 動 シ ャ フ ト 105と の 間 の 連 結 機 構 を 示 し て い る が 、 上 記 シ
ャ フ ト の 基 端 105aは 自 身 内 を 貫 通 延 伸 す る D状 孔 105hを 有 し 得 る 。 駆 動 ケ ー ブ ル 100の 末 端
102bは 孔 105hの 形 状 に 対 応 す る D形 状 を 有 す る こ と か ら 、 上 記 駆 動 ケ ー ブ ル の 末 端 102bは
駆 動 シ ャ フ ト 105の 孔 105h内 に 受 容 さ れ 得 る 。 図 ９ ｃ は 駆 動 ケ ー ブ ル 100を 駆 動 シ ャ フ ト 10
5に 連 結 す る た め の 代 替 的 な 連 結 機 構 を 示 し て お り 、 駆 動 シ ャ フ ト 105aの 基 端 105a内 の 孔 1
05h、 お よ び 、 駆 動 ケ ー ブ ル 100の 末 端 102bは 、 対 応 す る 矩 形 状 を 有 し て い る 。 図 ９ ｂ に お
け る D形 状 に よ り 提 供 さ れ る 単 一 の エ ッ ジ 部 、 お よ び 、 図 ９ ｃ の 矩 形 状 に よ り 提 供 さ れ る
四 個 の エ ッ ジ 部 は 、 駆 動 ケ ー ブ ル 100が 最 小 の 滑 り で 回 転 力 を 駆 動 シ ャ フ ト 105へ と 伝 達 す
る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 作 用 時 に ユ ー ザ は 、 内 視 鏡 8の 回 り に 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ 2が 受 容 さ れ た 状 態 で 、 切
除 さ れ る べ き 組 織 の 近 傍 の 所 望 位 置 に 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ 2が 至 る ま で 、 切 除 さ れ る
べ き 組 織 の 部 分 へ と 内 視 鏡 8を 前 進 さ せ る 。 次 に ユ ー ザ が 制 御 ハ ン ド ル 6に 力 を 加 え る と 駆
動 ケ ー ブ ル 100が 回 転 し 、 該 駆 動 ケ ー ブ ル 100は 次 い で 駆 動 シ ャ フ ト 105を 回 転 せ し め る こ
と に よ り 、 ヨ ー ク 103お よ び ア ン ビ ル 部 材 10を 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12の 末 端 12aか ら 離 間 す る
方 の 末 端 側 へ と 前 進 せ し め る 。 図 ３ に 示 さ れ た 如 く 、 ア ン ビ ル 部 材 10が 最 末 端 側 位 置 に 到
達 し た と き に 、 公 知 の 把 持 デ バ イ ス 108が 外 装 4お よ び 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ 2を 通 し て
前 進 さ れ 、 把 持 器 用 孔 32お よ び 33の 一 方 を 介 し て ア ン ビ ル 部 材 10お よ び 末 端 12aの 間 の 間
隙 へ と 進 入 す る 。 図 ３ に お け る デ バ イ ス は 内 視 鏡 8と し て 十 二 指 腸 鏡 を 使 用 す る も の と し
て 示 さ れ て い る が 、 当 業 者 で あ れ ば 、 例 え ば 胃 鏡 、 結 腸 鏡 な ど の 他 の 形 式 の 内 視 鏡 も 使 用
さ れ 得 る こ と を 理 解 し 得 よ う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ に 示 さ れ た 如 く 、 少 な く と も 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12の 末 端 12aは 好 適 に は 、 ア ン ビ ル
部 材 10の 切 欠 13の サ イ ズ お よ び 形 状 に ほ ぼ 対 応 す る 切 欠 29を 含 ん で い る 、 ア ン ビ ル 部 材 10
の 基 端 面 14の サ イ ズ お よ び 形 状 に 対 応 し た 断 面 を 有 し て い る 。 切 欠 29は 、 自 身 内 に 内 視 鏡
8を 受 容 す る と 共 に 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12が 内 視 鏡 8に 沿 っ て 摺 動 的 に 前 進 さ れ る の を 許 容 す
べ く 配 備 さ れ る 。 も ち ろ ん 当 業 者 で あ れ ば 、 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ 2の 外 側 面 の 形 状 は
種 々 の 所 望 切 除 形 状 に 対 処 す べ く 選 択 さ れ 得 る と 共 に 、 ア ン ビ ル 部 材 10の 形 状 は 好 適 に は
基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12の 近 傍 に 位 置 さ れ た と き に 連 続 的 表 面 を 形 成 す べ く 選 択 さ れ る こ と が
で き 、 上 記 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ の 身 体 通 路 内 へ の 前 進 お よ び 身 体 通 路 か ら の 退 去 が 促
進 さ れ る こ と を 理 解 し 得 よ う 。 上 記 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ は 、 任 意 の 箇 所 に て 15mm～ 40
mmの 最 大 直 径 を 有 す る の が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12の 末 端 12aの ほ ぼ 中 心 に は 組 織 受 容 キ ャ ビ テ ィ 30が 形 成 さ れ る こ と
に よ り 、 管 状 器 官 の 一 部 は ア ン ビ ル 部 材 10と 末 端 12aと の 間 の 間 隙 内 へ 容 易 に 引 き 込 ま れ
る 。 当 業 者 で あ れ ば 、 キ ャ ビ テ ィ 30内 へ 引 き 入 れ ら れ る 組 織 の 量 と 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12の
サ イ ズ と に 依 存 し て キ ャ ビ テ ィ 30の 深 度 が 変 化 し 得 る こ と を 理 解 し 得 よ う 。 基 端 側 ハ ウ ジ
ン グ 12の 軸 心 方 向 に 、 好 適 に は 該 長 手 軸 心 か ら 僅 か に 中 心 を 外 し て 、 ２ 個 の 把 持 器 用 孔 32
お よ び 33が 延 在 す る 。 好 適 実 施 例 に お い て 把 持 器 用 孔 32お よ び 33の 各 々 は 好 適 に は 、 制 御
ハ ン ド ル 6か ら 外 装 4を 貫 通 し て 該 把 持 器 用 孔 32お よ び 33の 夫 々 を 通 し て 前 進 さ れ る 把 持 デ
バ イ ス 108を 受 容 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 作 用 時 に 、 ア ン ビ ル 部 材 10と 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12の 末 端 12aと の 間 へ と 且 つ キ ャ ビ テ ィ 3
0内 へ と 管 状 器 官 の 一 部 を 引 張 る べ く 、 把 持 デ バ イ ス 108の い ず れ か も し く は 両 方 が 使 用 さ
れ 得 る 。 内 視 鏡 8の 作 動 チ ャ ネ ル を 貫 通 し て 第 3の 把 持 デ バ イ ス 108も 挿 入 さ れ る こ と に よ
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り 、 ア ン ビ ル 部 材 10と 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12と の 間 に 器 官 部 分 を 位 置 決 め す る 別 の 手 段 を 提
供 し 得 る 。 勿 論 、 当 業 者 で あ れ ば 、 把 持 器 用 孔 32、 33及 び 内 視 鏡 8の 作 動 チ ャ ネ ル の 任 意
の も の を 介 し て 、 ア ン ビ ル 部 材 10と 末 端 12aと の 間 の 間 隙 へ と 任 意 の 所 望 器 具 が 前 進 さ れ
得 る こ と を 理 解 し 得 よ う 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 複 数 の ス テ ー プ ル ・ ス リ ッ ト 34は 好 適 に は 、 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12の 末 端 12aの 周 縁 部 に
沿 っ て 延 在 す る ほ ぼ 円 形 の ２ つ の オ フ セ ッ ト 列 で 配 設 さ れ る 。 各 ス テ ー プ ル ・ ス リ ッ ト 34
は 、 取 付 軸 26aの 近 傍 の 領 域 か ら 、 他 方 の 取 付 軸 26bの 近 傍 の 領 域 ま で 延 在 す る 。 複 数 の ス
テ ー プ ル ・ ス リ ッ ト 34は 好 適 に は 、 ア ン ビ ル 部 材 10が そ の 最 基 端 側 位 置 に 在 る と き に ス テ
ー プ ル ・ ス リ ッ ト 34の 各 々 が 対 応 す る 各 ス テ ー プ ル 成 形 溝 19と 整 列 す る 如 く 配 置 さ れ 得 る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 デ バ イ ス が 作 用 す る よ う に 配 置 構 成 さ れ た と き 、 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ 2内 に は
複 数 の ス テ ー プ ル が 受 容 さ れ 、 各 ス テ ー プ ル は 各 ス テ ー プ ル ・ ス リ ッ ト 34の 対 応 す る も の
と 整 列 さ れ る 。 次 に 各 ス テ ー プ ル は 、 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12内 に 配 設 さ れ (る と 共 に 図 ５ に
示 さ れ )た 起 動 機 構 104に よ り 夫 々 の ス テ ー プ ル ・ ス リ ッ ト 34か ら 順 次 に 撃 発 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 ア ン ビ ル が 最 基 端 側 位 置 に 在 る と き に ブ レ ー ド ・ ス リ ッ ト 36が 上 記 ア ン ビ ル 部 材 上
の 案 内 ス リ ッ ト 21と 整 列 さ れ る よ う に 、 各 ス テ ー プ ル ・ ス リ ッ ト 34の 実 質 的 に 内 径 側 に ほ
ぼ 円 形 の ブ レ ー ド ・ ス リ ッ ト 36が 延 在 す る 。 図 １ ２ に 更 に 明 瞭 に 示 さ れ る 如 く 、 ブ レ ー ド
・ ス リ ッ ト 36の 延 長 部 84a、 84bは 、 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12の 末 端 12aか ら 末 端 側 へ と 突 出 す
る ブ レ ー ド ・ ハ ウ ジ ン グ 74aお よ び 74b内 へ と 夫 々 延 在 す る 。 ブ レ ー ド ・ ハ ウ ジ ン グ 74aお
よ び 74bは 好 適 に は 、 ア ン ビ ル 部 材 10が そ の 最 基 端 側 位 置 に 在 る と き に 該 ブ レ ー ド ・ ハ ウ
ジ ン グ 74aお よ び 74bが ア ン ビ ル 部 材 10の リ ム 41の 部 分 43a、 43bと 接 触 す る 如 く 載 置 さ れ る
。 ブ レ ー ド ・ ハ ウ ジ ン グ 74aお よ び 74bの 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ １ ２ か ら の 延 長 量 は 好 適 に は 、
ブ レ ー ド ・ ハ ウ ジ ン グ デ バ イ ス 74aお よ び 74bが リ ム 41の 残 部 43aお よ び 43bに 係 合 (す る こ
と に よ り ア ン ビ ル 部 材 10の 基 端 側 移 動 を 停 止 す る と 共 に 該 ア ン ビ ル 部 材 の 最 基 端 側 位 置 を
定 義 )し た と き に 、 器 官 の 部 分 を 破 砕 も 損 傷 も せ ず に ア ン ビ ル 部 材 10が 該 器 官 の 部 分 を 基
端 側 ハ ウ ジ ン グ 12に 対 し て 堅 固 に 保 持 し 得 る に 十 分 な 長 さ の 間 隙 が ア ン ビ ル 部 材 10と 末 端
12aと の 間 に 形 成 さ れ る 如 く 、 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ブ レ ー ド ・ ス リ ッ ト 36の 一 端 に (す な わ ち 延 長 部 84aお よ び 84bの 一 方 内 に )位 置 さ れ た と
き 、 切 断 用 ブ レ ー ド (cutting blade)202は 好 適 に は ブ レ ー ド ・ ハ ウ ジ ン グ デ バ イ ス 74aお
よ び 74bの 一 方 お よ び 案 内 ス リ ッ ト 21の 内 部 に 完 全 に 囲 繞 さ れ る こ と か ら 、 医 師 が ブ レ ー
ド 202を 意 図 的 に 操 作 す る ま で 切 断 用 ブ レ ー ド 202は 一 切 の 組 織 を 切 断 し な い 。 医 師 が ブ レ
ー ド 202を 操 作 し た と き 、 ブ レ ー ド 202は 、 ブ レ ー ド ・ ス リ ッ ト 36の 回 り の 延 長 部 84aお よ
び 84bの 一 方 内 に 受 容 さ れ た 初 期 位 置 か ら 、 そ の カ ッ テ ィ ン グ エ ッ ジ を 移 動 の 方 向 に 向 け
て 該 ブ レ ー ド 202が 延 長 部 84aお よ び 84bの 他 方 に 受 容 さ れ る ま で 、 駆 動 さ れ る 。 故 に 、 切
断 操 作 が 実 施 さ れ た 後 に お い て も 、 ブ レ ー ド 202が 患 者 を 偶 発 的 に 傷 付 け る の が 防 止 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ６ は 楔 部 材 402を 示 す が 、 そ の 第 1部 分 402aは 起 動 シ ャ フ ト 400に 対 し て 回 転 不 能 に 連
結 さ れ る こ と か ら 、 起 動 シ ャ フ ト 400が 回 転 す る と 楔 部 材 402は 好 適 に は 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ
ン ブ リ 2の 長 手 軸 心 の 回 り で 回 転 す る 。 楔 部 材 402は ブ レ ー ド ・ ハ ン ド ル 408を 含 む が 、 該
ブ レ ー ド ・ ハ ン ド ル 408は 、 楔 部 材 402に 連 結 さ れ た 第 1部 分 408aか ら ブ レ ー ド 202に 連 結 さ
れ た 第 2部 分 408bま で 延 在 す る こ と か ら 、 楔 部 材 402が 回 転 さ れ た と き に ブ レ ー ド 202は ブ
レ ー ド ・ ス リ ッ ト 36を 通 し て 回 転 さ れ る 。 楔 部 材 402は 軸 心 方 向 に 見 た と き に ほ ぼ 鐘 状 の
断 面 を 有 す る と 共 に 、 第 2部 分 402bは 、 第 1部 分 402aか ら 、 故 に 、 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ
2の 長 手 軸 心 と 好 適 に は 一 致 す る シ ャ フ ト 400の 長 手 軸 心 か ら 、 径 方 向 外 側 に 延 在 す る 。 第
2部 分 402bの 径 方 向 外 側 部 分 か ら は 可 変 深 度 の ノ ッ チ が 切 欠 か れ て 第 2部 分 402b上 に カ ム 表
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面 412を 形 成 す る 。 楔 部 材 402の 先 端 面 402dか ら は 第 1湾 曲 部 分 412aが 上 方 へ と 湾 曲 し て 第 2
湾 曲 部 分 412bに 結 合 す る が 、 該 第 2湾 曲 部 分 412bは 下 方 へ と 湾 曲 し て 楔 部 材 402の 後 面 402e
に 結 合 す る 。 楔 部 材 402は 好 適 に は 、 カ ム 表 面 412が ほ ぼ 各 ス テ ー プ ル ・ ス リ ッ ト 34と 整 列
さ れ る 如 く 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12内 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ス テ ー プ ル ・ ド ラ イ バ 472は 、 各 ス テ ー プ ル ・ ス リ ッ ト 34か ら 、 楔 部 材 402が 回 転 す る 平
面 へ と ほ ぼ 長 手 方 向 に 基 端 側 へ と 延 在 す る と 共 に 、 各 ス テ ー プ ル ・ ド ラ イ バ 472は 、 ス テ
ー プ ル を 駆 動 す る 最 末 端 側 位 置 と 非 作 用 の 最 基 端 側 位 置 と の 間 で 移 動 す べ く 作 動 ヘ ッ ド ・
ア セ ン ブ リ 2内 に 摺 動 的 に 受 容 さ れ る 。 非 作 用 位 置 に お い て 、 各 ス テ ー プ ル ・ ド ラ イ バ 472
の 上 端 部 は 、 夫 々 の ス テ ー プ ル の ま さ に 基 端 側 の 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12内 に 完 全 に 受 容 さ れ
る 。 各 ス テ ー プ ル ・ ド ラ イ バ 472は 好 適 に は ほ ぼ 矩 形 で あ る が 、 そ れ ら の 底 端 部 472aは 更
に 好 適 に は 円 形 と さ れ 得 る 。 各 ス テ ー プ ル ・ ド ラ イ バ 472の 長 さ は 好 適 に は 、 非 作 用 位 置
に お い て 各 底 面 472aが 、 第 1湾 曲 部 分 412aの 最 基 端 側 範 囲 と 最 末 端 側 範 囲 と の 間 で 上 記 楔
部 材 の 回 転 平 面 内 に 延 在 す る 如 く 、 選 択 さ れ る 。 各 底 面 472aは 非 作 用 位 置 に お い て 更 に 好
適 に は 、 先 端 面 402dに お け る カ ム 表 面 412の 最 末 端 側 射 影 (distal most projection)と ほ
ぼ 整 列 さ れ る 。 故 に 作 用 時 に 楔 部 材 402は 起 動 シ ャ フ ト 400に よ り 回 転 さ れ る こ と か ら 、 カ
ム 表 面 412の 第 1湾 曲 部 分 412aは 各 ス テ ー プ ル ・ ド ラ イ バ 472を 連 続 的 に 駆 動 し て 対 応 ス テ
ー プ ル と 接 触 せ し め 、 故 に 、 各 ス テ ー プ ル ・ ド ラ イ バ 472お よ び そ の ス テ ー プ ル は 各 ス テ
ー プ ル ・ ス リ ッ ト 34の 対 応 す る も の を 貫 通 し て 末 端 側 へ と 駆 動 さ れ る 。 こ れ に よ り 各 ス テ
ー プ ル は 、 末 端 12aか ら 上 記 間 隙 を 通 り 、 ア ン ビ ル 部 材 10と 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12と の 間 に
保 持 さ れ た 任 意 の 組 織 を 貫 通 し て ア ン ビ ル 部 材 10内 へ と 、 且 つ 、 対 応 す る 各 ス テ ー プ ル 成
形 溝 19内 へ と 駆 動 さ れ る 。 故 に ア ン ビ ル 部 材 10と 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12と の 間 に 把 持 さ れ た
組 織 の 一 部 は 、 各 ス テ ー プ ル ・ ス リ ッ ト 34に よ り 形 成 さ れ た (す な わ ち ほ ぼ 円 形 の )パ タ ー
ン と ほ ぼ 同 一 の パ タ ー ン で ス テ ー プ ル 綴 じ さ れ る 。 こ れ と 同 時 に 、 ブ レ ー ド 202は ブ レ ー
ド ・ ス リ ッ ト 36を 通 り 回 転 さ れ る こ と に よ り 、 楔 部 材 402の 回 転 に よ り ス テ ー プ ル 綴 じ さ
れ た 直 後 の 組 織 を 切 断 す る 。
　 複 数 の ス テ ー プ ル の 各 々 が 撃 発 さ れ た 後 、 楔 部 材 402は 逆 方 向 に 駆 動 さ れ る こ と に よ り
新 た な 複 数 の ス テ ー プ ル を 再 装 填 し 得 る 。 楔 部 材 402は 各 ス テ ー プ ル ・ ド ラ イ バ 472の い ず
れ に よ っ て も 捕 捉 さ れ る こ と な く ス テ ー プ ル 撃 発 方 向 と は 逆 の 方 向 に 回 転 さ れ 得 る 、 と 言
う の も 、 各 ス テ ー プ ル ・ ド ラ イ バ は カ ム 表 面 412の 第 2湾 曲 部 分 412bに よ り 経 路 か ら 押 し 出
さ れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 作 用 時 に 、 ユ ー ザ は 制 御 ハ ン ド ル 6に 対 し て 力 を 加 え る こ と に よ り 起 動 ケ ー ブ ル 450を そ
の 長 手 軸 心 回 り で 回 転 す る 。 こ の 回 転 力 は 起 動 シ ャ フ ト 400へ と 伝 達 さ れ 、 起 動 シ ャ フ ト 4
00は 次 に 起 動 ケ ー ブ ル 450の 長 手 軸 心 の 回 り で 楔 部 材 402を 回 転 す る 。 次 に 楔 部 材 402の カ
ム 表 面 412の 第 1湾 曲 部 分 412aは 上 述 の 如 く 各 ス テ ー プ ル ・ ド ラ イ バ 472を 個 別 に 末 端 側 へ
と 駆 動 す る こ と に よ り ア ン ビ ル 部 材 10と 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12と の 間 に 受 容 さ れ た 組 織 を ス
テ ー プ ル 綴 じ す る が 、 切 断 用 ブ レ ー ド 202は ス テ ー プ ル 綴 じ の 撃 発 の 後 に 遅 延 す る 、 と 言
う の も 、 ブ レ ー ド ・ ハ ン ド ル 408は 上 記 楔 部 材 の 後 面 402eに 連 結 さ れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ ０ ａ は 図 ６ の 楔 部 材 402の 代 替 的 形 状 で あ り 、 別 体 の ブ レ ー ド 部 分 420を 含 ん で い る
。 ブ レ ー ド 部 分 420は 好 適 に は 起 動 シ ャ フ ト 400の 末 端 400aに 回 転 可 能 に 連 結 さ れ る こ と か
ら 、 起 動 シ ャ フ ト 400を 該 起 動 シ ャ フ ト 400の 長 手 軸 心 の 回 り で 回 転 し て も ブ レ ー ド 部 分 42
0の 対 応 回 転 は 引 き 起 こ さ れ な い 。 図 ６ に お け る の と 同 様 に 、 該 装 置 の 楔 部 材 202は シ ャ フ
ト 400の 末 端 400aに 対 し て 回 転 不 能 に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ブ レ ー ド 部 分 420の 周 縁 部 420eに 連 結 さ れ た 該 装 置 の ブ レ ー ド ・ ハ ン ド ル 408は 、 ブ レ ー
ド 202の 切 断 部 分 ま で 延 在 す る 。 上 述 の 如 く ブ レ ー ド 202の 切 断 部 分 は 、 該 ブ レ ー ド 202が
延 長 部 84aお よ び 84bの 一 方 内 に 受 容 さ れ た と き 以 外 は 、 末 端 12aを 越 え て 延 在 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
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　 楔 部 材 402は 、 ブ レ ー ド ・ ハ ン ド ル 408が 該 楔 部 材 402に 連 結 さ れ な い こ と を 除 き 、 図 ６
の 楔 部 材 402と 形 状 お よ び サ イ ズ に お い て ほ ぼ 対 応 す る 。 こ れ に 加 え 、 図 １ ０ ａ に 示 さ れ
た 如 く 配 置 さ れ た 末 端 面 402t内 に は 固 定 用 シ ャ フ ト 402hが 延 在 す る こ と か ら 、 ブ レ ー ド 部
分 420お よ び 楔 部 分 410が 整 列 さ れ た と き 、 固 定 用 シ ャ フ ト 402hと 、 ブ レ ー ド 部 分 420の 底
面 420b上 の (図 １ ０ ｃ に 示 さ れ た )固 定 用 凹 所 414と は ほ ぼ 整 列 さ れ る 。 図 １ ０ ｂ に 示 さ れ
た 如 く 、 固 定 用 シ ャ フ ト 402h内 に は ス プ リ ン グ 416が 受 容 さ れ 、 該 ス プ リ ン グ の 基 端 は 固
定 用 シ ャ フ ト 402hの 基 端 に 連 結 さ れ る 。 ス プ リ ン グ 416の 末 端 416bに 連 結 さ れ た 固 定 用 ボ
ー ル 418は 、 該 固 定 用 ボ ー ル 418に 対 し て 基 端 側 方 向 の 力 が 加 え ら れ た と き に 該 固 定 用 ボ ー
ル 418が 固 定 用 シ ャ フ ト 402h内 に 摺 動 的 に 受 容 さ れ 得 る 如 き サ イ ズ と さ れ る 。 こ れ に 加 え
、 固 定 用 ボ ー ル 418に 対 し て 末 端 側 方 向 の 力 が 加 え ら れ な い と き に ス プ リ ン グ 416は 好 適 に
は 、 固 定 用 ボ ー ル 418の 約 半 分 (も し く は そ れ 以 上 )が 固 定 用 シ ャ フ ト 402hか ら 末 端 側 へ と
延 在 す る 如 く 延 在 す る 。 故 に 、 楔 部 材 402が ブ レ ー ド 部 分 420に 向 け て 回 転 さ れ る と き 、 固
定 用 ボ ー ル 418は 、 ブ レ ー ド 部 分 420の 基 端 側 面 420b上 に 形 成 さ れ た 切 欠 425内 に 受 容 さ れ
る 。 図 １ ０ ｃ に 示 さ れ た 如 く 切 欠 425は 下 方 に 傾 斜 し て 固 定 用 凹 所 424に 結 合 す る こ と か ら
、 固 定 用 ボ ー ル 418が 受 容 さ れ る と き に 切 欠 425の 傾 斜 は 固 定 用 ボ ー ル 418を 固 定 用 シ ャ フ
ト 420h内 に 漸 進 的 に 押 し 込 む 。 次 い で 、 楔 部 材 402が 移 動 さ れ て ブ レ ー ド 部 分 420と 整 列 さ
れ た と き 、 固 定 用 ボ ー ル 418は 固 定 用 シ ャ フ ト 402hか ら 外 方 へ 延 在 す る と 共 に 固 定 用 凹 所 4
14に 進 入 し て 楔 部 材 402を ブ レ ー ド 部 分 420へ と 連 結 す る こ と か ら 、 楔 部 材 402を 回 転 す る
と ブ レ ー ド 部 分 420が 対 応 回 転 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ブ レ ー ド 部 分 420の 周 縁 部 420eと 起 動 シ ャ フ ト 400と の 間 の 径 方 向 長 さ B l は 、 楔 部 分 410
の 壁 部 402fと 上 記 起 動 シ ャ フ ト と の 間 の 径 方 向 長 さ W l に ほ ぼ 対 応 し 得 る 。 こ れ に よ り 、 ブ
レ ー ド ・ ハ ン ド ル 408は 楔 部 分 410の カ ム 表 面 402cに 対 し て 上 記 各 実 施 例 と ほ ぼ 同 様 な 位 置
に 載 置 さ れ る 。 勿 論 、 当 業 者 で あ れ ば 、 ブ レ ー ド 部 分 420が 回 転 す る と ブ レ ー ド 202が ブ レ
ー ド ・ ス リ ッ ト 36を 通 っ て 対 応 回 転 す る 如 く 、 ブ レ ー ド 408が 末 端 側 に ほ ぼ ブ レ ー ド ・ ス
リ ッ ト 36へ 向 か っ て 延 在 す べ き こ と が 重 要 な こ と を 理 解 し 得 よ う 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 作 用 時 に 、 楔 部 材 402は 最 初 は 例 え ば ブ レ ー ド ・ ハ ウ ジ ン グ 74aな ど の 各 ブ レ ー ド ・ ハ ウ
ジ ン グ の 一 方 の 基 端 側 に 載 置 さ れ る 一 方 、 ブ レ ー ド 部 分 420は ブ レ ー ド ・ ハ ウ ジ ン グ 74bの
基 端 側 に 載 置 さ れ 、 ブ レ ー ド 202は ブ レ ー ド ・ ハ ウ ジ ン グ 74b内 に 受 容 さ れ る 。 末 端 12aと
ア ン ビ ル 部 材 10と の 間 の 位 置 へ と 病 巣 組 織 が 引 き 込 ま れ た と き 、 医 師 は 制 御 ハ ン ド ル 6に
力 を 加 え る こ と に よ り シ ャ フ ト 400を 起 動 す る 。 こ れ に よ り 楔 部 材 402は 回 転 さ れ 、 対 応 ス
テ ー プ ル ・ ス リ ッ ト 34を 介 し て 末 端 側 へ と 各 ス テ ー プ ル ・ ド ラ イ バ 472を 順 次 に 駆 動 す る
。 楔 部 材 402が ブ レ ー ド 部 分 420と の 完 全 な 整 列 ま で 回 転 さ れ る と 共 に 固 定 用 ボ ー ル 418が
固 定 用 凹 所 414内 に 受 容 さ れ た と き 、 操 作 者 は 制 御 ハ ン ド ル 6を 逆 方 向 へ と 操 作 す る こ と に
よ っ て ブ レ ー ド ・ ハ ウ ジ ン グ 74bか ら 外 方 へ と ブ レ ー ド 202を 引 張 り 、 上 記 ス テ ー プ ル の 各
列 か ら 径 方 向 内 側 に 延 在 す る 全 て の 組 織 を 切 断 す る 。 ブ レ ー ド 202が 他 方 の ブ レ ー ド ・ ハ
ウ ジ ン グ 74a内 に 受 容 さ れ た と き 、 身 体 通 路 の 壁 部 は 解 放 さ れ る と 共 に 、 病 巣 組 織 は 把 持
デ バ イ ス 108に よ り 保 持 さ れ て 末 端 12aと ア ン ビ ル 部 材 10と の 間 の 間 隙 内 に 残 存 す る 。 病 巣
組 織 は 次 に 、 身 体 か ら 引 き 出 さ れ て 分 析 さ れ る 。 楔 部 材 402の こ の 実 施 例 に よ れ ば 、 例 え
ば 各 ス テ ー プ ル ・ ス リ ッ ト 34の ひ と つ に お け る 詰 ま り に よ り ス テ ー プ ル 綴 じ プ ロ セ ス が 尚
早 に 中 止 さ れ る べ き 場 合 に お け る 安 全 装 置 が 提 供 さ れ る 。 該 実 施 例 を 使 用 す る と 、 全 て の
ス テ ー プ ル が 撃 発 さ れ る ま で 切 断 プ ロ セ ス は 開 始 さ れ な い 。 故 に 、 各 ス テ ー プ ル に よ り 完
全 に 閉 じ ら れ て い な い 器 官 の 開 口 を 切 断 す る リ ス ク が 減 少 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ５ に 示 さ れ た 如 く 起 動 機 構 104は 、 制 御 ハ ン ド ル 6に 連 結 さ れ た 基 端 450aか ら 、 起 動 シ
ャ フ ト 400の 基 端 400aに 連 結 さ れ た 末 端 450bま で 延 在 す る 起 動 ケ ー ブ ル 450を 含 む 。 当 業 者
で あ れ ば 、 ヨ ー ク 103が そ の 最 末 端 側 位 置 に 在 る と き で さ え も 該 ヨ ー ク 103が (以 下 で 論 じ
ら れ る )起 動 シ ャ フ ト 400の 長 手 軸 心 回 り に お け る 楔 部 材 402の 回 転 と 干 渉 し な い 様 に 、 楔
部 材 402は 好 適 に は 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12の 末 端 12aの 方 に 載 置 さ れ る べ き で あ る こ と を 理 解
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し 得 よ う 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ７ 乃 至 図 ９ ａ に 示 さ れ た 如 く 、 後 部 カ バ ー ・ プ レ ー ト 460は 好 適 に は 基 端 側 ハ ウ ジ ン
グ 12の 基 端 12bに 連 結 さ れ 得 る 。 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12の 基 端 12bは 次 に 外 装 4に 接 続 さ れ る
。 起 動 シ ャ フ ト 400は 好 適 に は 、 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12の 後 部 カ バ ー ・ プ レ ー ト 460に 形 成 さ
れ た 第 2シ ャ フ ト 孔 464を 貫 通 延 伸 し 得 る と 共 に 、 好 適 に は 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12上 に 配 備 さ
れ た キ ャ ビ テ ィ 30の 内 側 部 分 に 当 接 す る 。 後 部 カ バ ー ・ プ レ ー ト 460の 一 部 上 に は 作 動 ヘ
ッ ド ・ ア セ ン ブ リ 2の 長 手 軸 心 か ら 径 方 向 に 離 間 し て 内 視 鏡 用 孔 466が 好 適 に は 配 備 さ れ て
、 内 視 鏡 8を 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12の 切 欠 29内 へ と 案 内 し 得 る 。 内 視 鏡 8は 好 適 に は 、 外 装 4
の 周 縁 部 に 沿 っ て 好 適 に は 配 設 さ れ て 該 外 装 4内 に 配 備 さ れ た 内 視 鏡 用 内 孔 (endoscope lu
men)40か ら 内 視 鏡 用 孔 466内 へ と 受 容 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ９ ｄ は 、 外 装 4の 破 断 斜 視 図 で あ り 、 該 外 装 4を 通 し て 種 々 の デ バ イ ス (す な わ ち 、 ２
個 の 把 持 デ バ イ ス 108、 駆 動 ケ ー ブ ル 100、 起 動 ケ ー ブ ル 450お よ び 内 視 鏡 8)が 延 在 し て い
る 。 種 々 の デ バ イ ス の 各 々 は 複 数 の 管 510の ひ と つ に よ り 更 に 囲 繞 さ れ る が 、 該 管 510は 自
身 内 に お け る (ケ ー ブ ル 100、 450に 対 す る )回 転 移 動 ま た は (２ 個 の 把 持 デ バ イ ス 108お よ び
内 視 鏡 8に 対 す る )長 手 方 向 移 動 を 許 容 す る も の で あ る 。 外 装 4と 同 様 に こ れ ら の 複 数 の 管
は 、 制 御 ハ ン ド ル 6に 連 結 さ れ た 基 端 か ら 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ 2に 連 結 さ れ た 末 端 ま で
延 在 す る 。 複 数 の 管 510は 、 例 え ば 摩 滅 に よ る 損 傷 に 対 す る 保 護 を 提 供 す る と 共 に 、 外 装 4
を 通 る 隔 離 経 路 を 提 供 し 、 種 々 の デ バ イ ス 間 の 絡 み を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ ８ は 、 本 発 明 の 切 除 デ バ イ ス に 関 連 し て 使 用 さ れ 得 る 制 御 ハ ン ド ル 6の 断 面 を 示 し
て い る 。 制 御 ハ ン ド ル 6は 好 適 に は 、 起 動 機 構 104を 操 作 す る 第 1分 岐 部 500と 、 駆 動 機 構 10
2を 操 作 す る 第 2分 岐 部 502と 、 本 体 520と を 備 え た ほ ぼ “ Ｙ ” 形 状 と さ れ 得 る 。 受 容 孔 512
が 、 本 体 520内 に 内 視 鏡 8を 貫 通 受 容 す べ く 、 本 体 520の 中 心 を 通 っ て 長 手 方 向 に 延 在 す る
。 第 1動 力 伝 達 機 構 504は 起 動 制 御 ノ ブ 508に 連 結 さ れ る と 共 に 第 1分 岐 部 500、 本 体 520を 軸
心 方 向 に 貫 通 延 伸 し 、 其 処 で 該 第 1動 力 伝 達 機 構 504は 、 外 装 4を 貫 通 延 伸 し て 起 動 機 構 104
に 接 続 さ れ る 起 動 ケ ー ブ ル 450に 連 結 さ れ る 。 第 2動 力 伝 達 機 構 506は 駆 動 制 御 ノ ブ 510に 連
結 さ れ る と 共 に 第 2分 岐 部 502、 本 体 520を 軸 心 方 向 に 貫 通 延 伸 し 、 其 処 で 該 第 2動 力 伝 達 機
構 506は 、 外 装 4を 貫 通 延 伸 し て 駆 動 機 構 102に 至 る 駆 動 ケ ー ブ ル 100に 連 結 さ れ る 。 当 業 者
で あ れ ば 、 例 え ば 異 な る 手 の サ イ ズ 、 快 適 性 な ど に 対 処 す べ く 任 意 の 種 々 の 形 状 で 上 記 制
御 ハ ン ド ル が 設 計 さ れ 得 る こ と を 理 解 し 得 よ う 。 こ れ に 加 え 、 ノ ブ の 代 わ り に 例 え ば 起 動
レ バ ー な ど の 異 な る 動 力 伝 達 方 法 も 使 用 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 作 用 時 に ユ ー ザ は 制 御 ノ ブ 508お よ び 510の 一 方 に 対 し て 回 転 力 を 加 え 、 こ の 回 転 力 が 夫
々 の 動 力 伝 達 機 構 504お よ び 506を 介 し て 伝 達 さ れ る と 動 力 伝 達 機 構 504お よ び 506は 回 転 力
を 駆 動 ケ ー ブ ル 100お よ び 起 動 ケ ー ブ ル 450の 夫 々 に 伝 達 す る こ と に よ り 、 上 述 の 如 く 起 動
機 構 104も し く は 駆 動 機 構 102が 作 動 せ し め ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 １ １ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に 係 る デ バ イ ス を 示 し て お り 、 同 様 の 参 照 番 号 は 同 一 の 要
素 を 特 定 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 実 施 例 の ア ン ビ ル 部 材 10は 好 適 に は ほ ぼ 円 形 も し く は 楕 円 形 (elliptical)の 断 面 を
有 す る と 共 に 、 基 端 面 14か ら そ の 末 端 16に 向 け て 漸 進 的 に テ ー パ 付 け さ れ た 弾 丸 状 の 構 造
を 形 成 し て い る 。 こ の テ ー パ 形 状 に よ り 上 記 デ バ イ ス は 更 に 容 易 に 患 者 の 身 体 内 に 挿 入 さ
れ 得 る 、 と 言 う の も 、 末 端 16は 上 記 第 １ 実 施 例 に お け る よ り も 小 寸 の 断 面 サ イ ズ を 有 す る
か ら で あ る 。 当 業 者 で あ れ ば 、 本 発 明 の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と 無 く ア ン ビ ル 部 材 10は 弾 丸
状 構 造 以 外 の 他 の テ ー パ 形 状 を 有 し 得 る こ と を 理 解 し 得 よ う 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 内 視 鏡 8を そ の 中 に 受 容 す べ く 上 記 第 １ 実 施 例 で 示 さ れ た 切 欠 13を 配 備 す る 代 わ り に 、
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ほ ぼ 円 筒 状 の 第 1内 視 鏡 用 内 孔 13が ア ン ビ ル 部 材 10の 中 心 を 軸 心 方 向 に 貫 通 延 伸 す る 。 ア
ン ビ ル 部 材 10の 末 端 16は 好 適 に は 、 第 1内 視 鏡 用 内 孔 13に 近 接 す る 斜 面 縁 部 54を 有 す る こ
と に よ り 内 視 鏡 8の 前 方 視 野 を 広 げ 得 る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12は 好 適 に は 、 ア ン ビ ル 部 材 10の 基 端 面 14の 断 面 の サ イ ズ お よ び 形 状
に 対 応 す る 断 面 (す な わ ち 、 ほ ぼ 円 形 も し く は 楕 円 形 )を 有 し 得 る 。 該 実 施 例 に お い て は 、
上 記 第 １ 実 施 例 に お け る キ ャ ビ テ ィ 30が 省 略 さ れ る と 共 に 、 ほ ぼ 円 筒 状 の 第 2内 視 鏡 用 内
孔 52が 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12の 中 心 を 軸 心 方 向 に 貫 通 延 伸 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 但 し 上 記 実 施 例 と 同 様 に 、 ２ 個 の 把 持 器 用 孔 32、 33が 上 記 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ を 軸 心 方 向
に 貫 通 延 伸 す る 。 ２ 個 の 把 持 器 用 孔 32お よ び 33は 好 適 に は 取 付 孔 26aお よ び 26bの 間 に 配 設
さ れ 得 る 、 と 言 う の も 、 第 1内 視 鏡 用 内 孔 13は 今 や 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12の 軸 中 心 (axial ce
nter)を 貫 通 延 伸 す る か ら で あ る 。 こ れ に 加 え て 該 実 施 例 に お け る 把 持 器 用 孔 32、 33は 好
適 に は ほ ぼ 円 形 の 断 面 を 有 し 得 る 。 但 し 当 業 者 で あ れ ば 、 把 持 器 用 孔 32お よ び 33の 断 面 形
状 は 例 え ば 他 の 形 式 の デ バ イ ス を 収 容 す べ く 選 択 さ れ 得 る こ と を 理 解 し 得 よ う 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 内 視 鏡 8を 受 容 す る と 共 に 内 視 鏡 8を 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12内 に 案 内 す べ く 、 基 端 側 ハ ウ ジ
ン グ 12の 基 端 12bに は 受 容 ス リ ー ブ 55が 配 備 さ れ る 。 受 容 ス リ ー ブ 55は 好 適 に は 、 第 1部 分
56お よ び 第 2部 分 58を 有 し 得 る 。 第 1部 分 56お よ び 第 2部 分 58は 好 適 に は 両 者 と も に 、 そ れ
ら を 貫 通 す る 連 続 的 な 中 心 孔 59を 形 成 す る 環 状 断 面 を 有 し 得 る 。 中 心 孔 59は 好 適 に は 受 容
孔 52の 直 径 に 対 応 す る 直 径 を 有 す る こ と か ら 、 内 視 鏡 8は 中 心 孔 59を 介 し て 基 端 側 ハ ウ ジ
ン グ 12内 の 第 2内 視 鏡 用 内 孔 52に 連 続 的 に 受 容 さ れ 得 る 。 第 2部 分 58の 断 面 に よ り 形 成 さ れ
る 環 状 リ ン グ が 第 1部 分 56の 断 面 に よ り 形 成 さ れ る 環 状 リ ン グ よ り も 大 き な 幅 を 有 す る 如
く 、 第 2部 分 58は 好 適 に は 第 1部 分 56よ り も 厚 い 壁 部 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 １ に 示 さ れ た 外 装 4の 周 縁 部 に 沿 っ て 配 設 さ れ た 内 視 鏡 用 内 孔 40と は 対 照 的 に 、 該 実
施 例 に お け る 内 視 鏡 用 内 孔 40は 好 適 に は 外 装 4の 軸 中 心 に 沿 っ て 延 在 す る こ と か ら 、 外 装 4
が 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ 2に 連 結 さ れ た と き 、 中 心 孔 59、 第 2内 視 鏡 用 内 孔 52お よ び 第 1
内 視 鏡 用 内 孔 13を 貫 通 し て ほ ぼ 連 続 的 な 整 列 経 路 が 形 成 さ れ る 。 そ の と き に 起 動 シ ャ フ ト
400お よ び 105な ら び に 駆 動 ケ ー ブ ル 450お よ び 102は 外 装 4内 に お け る 内 視 鏡 用 内 孔 40に 対
し て 同 心 的 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 １ ２ は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 に 係 る デ バ イ ス を 示 し て い る 。 該 実 施 例 の ア ン ビ ル 部 材
10の 基 端 面 14は 、 図 １ の デ バ イ ス の ア ン ビ ル 部 材 10の 三 日 月 形 の 断 面 と 類 似 し た 断 面 を 有
し て い る 。 故 に ア ン ビ ル 部 材 10は 、 基 端 面 14か ら ア ン ビ ル 部 材 10を 軸 心 方 向 に 貫 通 し て 末
端 15に 至 る こ と に よ り 内 視 鏡 8を そ の 中 に 受 容 す る 切 欠 13の 各 側 に 形 成 さ れ た ２ 個 の 角 状
部 22aお よ び 22bを 有 し て い る 。 図 １ １ の デ バ イ ス と 同 様 に ア ン ビ ル 部 材 10の 断 面 サ イ ズ は
、 基 端 面 14に お け る 最 大 サ イ ズ か ら 末 端 15に お け る 最 小 サ イ ズ ま で 全 体 サ イ ズ が 減 少 す る
と 共 に 、 角 状 部 22aお よ び 22bは 基 端 面 14か ら 末 端 15に か け て 減 少 す る 。 側 面 か ら 見 る と 、
ア ン ビ ル 部 材 10は 基 端 14か ら 末 端 16に か け て 漸 進 的 に テ ー パ 付 け さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 １ １ の デ バ イ ス と 同 様 に 、 図 １ ２ の デ バ イ ス の ア ン ビ ル 部 材 10の テ ー パ 形 状 に よ れ ば
デ バ イ ス は 患 者 の 身 体 内 へ と 容 易 に 挿 入 さ れ 得 る 。 上 記 第 ２ 実 施 例 と は 対 照 的 に 、 ア ン ビ
ル 部 材 が 切 欠 13を 完 全 に は 囲 繞 し て は い な い の で 切 欠 13は 内 視 鏡 8を 介 し て 更 に 広 い 視 野
を 提 供 す る 。 ま た 、 上 記 第 １ 実 施 例 と 同 様 に 、 ほ ぼ 円 筒 状 の ２ 個 の 取 付 軸 20aお よ び 20bは
角 状 部 22aお よ び 22bに て ア ン ビ ル 部 材 10の 基 端 面 14に 連 結 さ れ る と 共 に 、 取 付 孔 26aお よ
び 26b内 に 夫 々 受 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 上 記 各 実 施 例 と は 対 照 的 に 、 該 実 施 例 の 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12は 好 適 に は ほ ぼ 長 円 形 (ova
l)の 断 面 形 状 を 有 し て い る 。 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12の こ の 形 状 は 、 図 １ に 示 さ れ た 基 端 側 ハ
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ウ ジ ン グ 12を 切 欠 29の 回 り に 延 在 さ せ て ほ ぼ 円 筒 状 の 第 2内 視 鏡 用 内 孔 52を 生 成 す る こ と
に よ り 形 成 さ れ る 。 こ の 長 円 形 状 に よ れ ば 、 第 2内 視 鏡 用 内 孔 52は 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12の
軸 中 心 か ら オ フ セ ッ ト さ れ て 第 1内 視 鏡 用 内 孔 13と 整 列 さ れ 得 る 。 こ の 様 に 第 2内 孔 52を オ
フ セ ッ ト す る こ と に よ り 、 キ ャ ビ テ ィ 30は ブ レ ー ド ・ ス リ ッ ト 36と 近 接 し て 配 備 さ れ 得 る
。 他 の 全 て の 重 要 な 点 に お い て 、 該 実 施 例 に お け る 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12は 図 １ に 示 さ れ た
基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12と ほ ぼ 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 １ ３ は 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 に 係 る デ バ イ ス を 示 し て い る 。 該 実 施 例 は 図 １ ２ に 示 さ
れ た 実 施 例 と 相 当 に 類 似 し て い る 。 但 し 、 該 実 施 例 に お け る ア ン ビ ル 部 材 10の 基 端 面 14は
、 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12に 対 応 す る ほ ぼ 長 円 形 状 の 断 面 (oval-shaped cross-section)を 有
し て い る 。 ア ン ビ ル 部 材 10は 末 端 16に 向 け て テ ー パ 付 け さ れ る こ と に よ り 、 長 円 形 状 の 断
面 を 有 す る ほ ぼ 弾 丸 状 構 造 を 形 成 す る 。 図 １ ２ に 示 さ れ た 切 欠 13は 好 適 に は ア ン ビ ル 部 材
10内 に 囲 繞 さ れ て も 良 く 、 こ れ に よ り 第 1内 視 鏡 用 内 孔 13の 延 長 部 を 形 成 し 得 る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ア ン ビ ル 部 材 10の 基 端 面 14か ら は ほ ぼ 半 円 形 の シ ー ル ド 31が 延 在 し 、 ア ン ビ ル 部 材 10と
基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12と の 間 に 形 成 さ れ た 間 隙 の 半 球 部 (hemispherical portion)を シ ー ル
ド す る 。 シ ー ル ド 31に 依 れ ば 、 組 織 部 分 は 主 と し て ス テ ー プ ル 成 形 溝 19と 各 ス テ ー プ ル ・
ス リ ッ ト 34と の 間 の 間 隙 内 に 引 き 込 ま れ る と 共 に 該 間 隙 の 残 部 に 溢 れ る の は 最 小 と さ れ 得
る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12の 一 部 の 回 り に は 、 そ の 中 に シ ー ル ド 31を 摺 動 的 に 受 容 す べ く 凹 溝
35が 好 適 に は 形 成 さ れ 得 る 。 凹 溝 35は 好 適 に は シ ー ル ド 31の サ イ ズ お よ び 形 状 と ほ ぼ 対 応
す る サ イ ズ お よ び 形 状 を 有 し 得 る こ と か ら 、 ア ン ビ ル 部 材 10が そ の 最 基 端 側 位 置 に 在 る と
き 、 シ ー ル ド 31は 凹 溝 35内 に 受 容 さ れ る こ と に よ り ほ ぼ 完 全 に 連 続 的 な 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ
12の 外 側 面 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 作 用 時 に ユ ー ザ は 内 視 鏡 8を 介 し た 吸 引 を 利 用 す る こ と に よ り 、 ア ン ビ ル 部 材 10と 基 端
側 ハ ウ ジ ン グ 12と の 間 の 間 隙 へ と 組 織 部 分 を 引 き 込 み 得 る 。 斯 か る 状 況 に お い て シ ー ル ド
31は 、 さ も な け れ ば 取 付 軸 20a、 20bの 軸 心 方 向 移 動 を 阻 害 し 得 る 、 組 織 部 分 の 一 部 も し く
は 無 拘 束 の 組 織 片 が 取 付 軸 20aお よ び 20bの 回 り の 領 域 内 に 引 き 込 ま れ る こ と を 防 止 す る 。
シ ー ル ド 31は 更 に 、 組 織 を 主 と し て 各 ス テ ー プ ル 成 形 溝 19と 各 ス テ ー プ ル ・ ス リ ッ ト 34と
の 間 の 間 隙 内 に 引 き 込 む べ く 、 吸 引 に よ る 引 込 力 を 方 向 付 け る 役 割 を 果 た す も の で も あ る
。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 １ ４ ａ お よ び 図 １ ４ ｂ は 本 発 明 の 第 ５ 実 施 例 に 係 る デ バ イ ス を 示 し て お り 、 作 動 ヘ ッ
ド ・ ア セ ン ブ リ 2は 外 装 4な し で 内 視 鏡 8に 連 結 さ れ て い る 。 上 述 の 如 く 、 各 制 御 ケ ー ブ ル 5
00(す な わ ち 駆 動 ケ ー ブ ル 100お よ び 起 動 ケ ー ブ ル 450)の 各 末 端 500aは 好 適 に は 作 動 ヘ ッ ド
・ ア セ ン ブ リ 2に 連 結 さ れ 得 る 一 方 、 各 制 御 ケ ー ブ ル 500の 各 基 端 500bは 上 記 各 実 施 例 と 同
様 に 制 御 ハ ン ド ル 6に 連 結 さ れ る 。 但 し 、 各 制 御 ケ ー ブ ル 500お よ び 内 視 鏡 8を 受 容 す べ く
可 撓 外 装 4を 使 用 す る 代 わ り に 、 各 制 御 ケ ー ブ ル 500は 夫 々 の 管 510内 に 挿 入 さ れ る 。 各 管 5
10は 、 各 制 御 ケ ー ブ ル 500が 該 管 510内 で 回 転 し 得 る 様 な 十 分 な 断 面 を 有 す る べ き で あ る 。
次 に 各 管 510は そ れ ら の 長 さ に 沿 っ た 種 々 の 所 定 箇 所 に て 、 複 数 の 留 め 具 502に よ り 内 視 鏡
8に 締 着 さ れ る 。 当 業 者 で あ れ ば 、 各 留 め 具 が 内 視 鏡 8の 操 舵 も し く は 各 制 御 ケ ー ブ ル 500
の 回 転 を 阻 害 し な い 限 り に お い て 多 く の 異 な る 形 式 の 留 め 具 が こ の 目 的 の た め に 単 独 で も
し く は 組 合 さ れ て 使 用 さ れ 得 る こ と を 理 解 し 得 よ う 。 ま た 当 業 者 で あ れ ば 、 留 め 具 と し て
は テ ー プ (例 え ば 、 手 術 用 、 電 気 用 な ど )、 電 気 ケ ー ブ ル 、 ゴ ム バ ン ド 、 他 の ベ ル ト 状 留 め
具 な ど が 使 用 さ れ 得 る こ と を 理 解 し 得 よ う 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 １ ６ 乃 至 図 １ ８ は ブ レ ー ド ・ ハ ウ ジ ン グ 74bの 代 替 的 な 形 状 を 示 し て い る が 、 ブ レ ー
ド ・ ハ ウ ジ ン グ 74aに 対 し て は 同 様 の 代 替 実 施 例 が 実 施 さ れ 得 る こ と は 理 解 さ れ よ う 。
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【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ブ レ ー ド ・ ス リ ッ ト 36は ブ レ ー ド ・ ハ ウ ジ ン グ 74bを 通 っ て ハ ウ ジ ン グ 部 分 84b内 へ と 連
続 す る が 、 該 ハ ウ ジ ン グ 部 分 84bは 、 ブ レ ー ド ・ ハ ウ ジ ン グ 74b内 へ と ブ レ ー ド ・ ス リ ッ ト
36が 進 入 す る 前 端 か ら 、 ブ レ ー ド ・ ス リ ッ ト 36お よ び 該 ハ ウ ジ ン グ 部 分 84bが 終 端 す る 後
端 ま で 延 在 す る 。 シ ー ル ド 受 容 ス リ ッ ト 480は 、 ハ ウ ジ ン グ 部 分 84bの 前 端 お よ び 後 端 の 間
に お い て ハ ウ ジ ン グ 部 分 84bに 対 し て ほ ぼ 直 交 し て 、 該 ブ レ ー ド ・ ハ ウ ジ ン グ 74bを 貫 通 延
伸 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ア ン ビ ル 部 材 10と 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12と の 間 に お い て 器 官 部 分 が ス テ ー プ ル 綴 じ さ れ る
と 共 に 、 ス テ ー プ ル 綴 じ さ れ た 組 織 を 貫 通 し て ブ レ ー ド 202が 引 張 ら れ た 後 、 も し 組 織 が
完 全 に 切 断 さ れ ず に ブ レ ー ド 202に 沿 っ て ハ ウ ジ ン グ 部 分 84b内 へ と 延 在 し た な ら 問 題 が 生
ず る 。 す な わ ち 、 切 除 さ れ た 組 織 を 吸 引 す る と 、 所 定 箇 所 に 残 る べ き 組 織 の 列 断 に 繋 が り
得 る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 １ ７ に 示 さ れ た 如 く シ ー ル ド 受 容 ス リ ッ ト 480内 に は 、 該 シ ー ル ド 受 容 ス リ ッ ト 480の
形 状 お よ び サ イ ズ と ほ ぼ 対 応 す る 形 状 お よ び サ イ ズ を 有 す る 可 撓 分 離 シ ー ル ド (flexible 
breakaway shield)482が 挿 入 さ れ る 。 ハ ウ ジ ン グ 部 分 84bに 進 入 し た 後 で 切 断 用 ブ レ ー ド 2
02は シ ー ル ド 482に 接 触 し 、 ブ レ ー ド 202を 更 に 進 め る と シ ー ル ド 482は 該 シ ー ル ド 482が 半
分 に 切 断 さ れ る ま で 変 形 さ れ る 。 シ ー ル ド 482が 半 分 に 切 断 さ れ た 時 、 各 半 体 は 弾 性 的 に
元 に 戻 る こ と に よ り 、 上 記 ブ レ ー ド の 移 動 方 向 と は 逆 の 方 向 へ と 組 織 を 引 き 寄 せ 、 切 断 用
ブ レ ー ド 202が 組 織 を 完 全 に 切 断 す る の を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 １ ８ は 第 2の 代 替 的 構 成 を 示 し 、 こ こ で は 第 1ゲ ー ト 半 体 484aお よ び 第 2ゲ ー ト 半 体 484
bを 有 す る 可 撓 ゲ ー ト 484が シ ー ル ド 受 容 ス リ ッ ト 480内 に 着 脱 可 能 に ま た は 固 定 的 に 取 付
け ら れ 得 る 。 半 体 484aお よ び 484bの 各 々 は 好 適 に は シ ー ル ド 受 容 ス リ ッ ト 480の 夫 々 の 半
体 内 に 取 付 け ら れ る こ と が で き 、 そ れ ら の 間 に 形 成 さ れ た 小 寸 間 隙 の 幅 が 、 切 断 用 ブ レ ー
ド 202の 幅 に ほ ぼ 対 応 す る よ う に す る 。 シ ー ル ド 482を 切 断 し て 各 使 用 後 に 交 換 し な く と も
、 ブ レ ー ド 202の 移 動 方 向 と 逆 方 向 に お け る 拭 い 取 り 作 用 (wiping action)は シ ー ル ド 482
の そ れ と ほ ぼ 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 １ ９ ａ お よ び 図 １ ９ ｂ は 、 第 3の 代 替 的 構 成 を 示 し て い る が 、 こ こ で は 切 除 さ れ る 組
織 の 切 断 は 一 対 の 組 織 遮 断 体 600お よ び 602に よ り 促 進 さ れ る 。 以 下 の 説 明 は 第 1組 織 遮 断
体 600に 焦 点 を 当 て て い る が 、 当 業 者 で あ れ ば 、 第 2組 織 遮 断 体 602上 に も 同 様 の 構 成 が 配
備 さ れ 得 る こ と を 理 解 し 得 よ う 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 １ ９ ａ に 示 さ れ た 如 く 第 1組 織 遮 断 体 600は 、 案 内 ス リ ッ ト 21の 第 1端 部 21aに 載 置 さ れ
た 第 1矩 形 バ ー 610お よ び 第 2矩 形 バ ー 612か ら 構 成 さ れ る 。 第 1矩 形 バ ー 610は 第 1基 部 610a
を 有 し 、 第 2矩 形 バ ー 612は 第 2基 部 612aを 有 す る が 、 こ れ ら は 両 者 と も に 、 ア ン ビ ル 部 材 1
0の 基 端 面 14に 固 定 的 に 連 結 さ れ る と 共 に 、 案 内 ス リ ッ ト 21の 幅 に 対 応 す る 間 隙 を 基 部 610
a、 612a間 に 形 成 し て 案 内 ス リ ッ ト 21の 両 側 に 基 部 610a、 612aが 跨 る 如 く 、 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 第 1矩 形 バ ー 610の 第 1基 部 610aに は 第 1ス ロ ッ ト 614aが 配 備 さ れ る と 共 に 第 2矩 形 バ ー 612
の 第 2基 部 612aに は 第 2ス ロ ッ ト 614bが 配 備 さ れ 、 矩 形 バ ー 610、 612が ア ン ビ ル 部 材 10に 連
結 さ れ た と き 、 (図 １ ７ に 示 さ れ た )可 撓 分 離 シ ー ル ド 482は ス ロ ッ ト 614a、 614b内 に 配 設
さ れ 得 る よ う に す る 。 図 １ ９ ｃ に 示 さ れ た 如 く 、 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12の 末 端 12a上 の ブ レ
ー ド ・ ス リ ッ ト 30の 両 端 に は 、 一 対 の L状 孔 620、 622が 配 備 さ れ る 。 L状 孔 620、 622は 基 端
側 ハ ウ ジ ン グ 12内 で 長 手 方 向 に 延 在 す る こ と に よ り 、 ア ン ビ ル 部 材 10が 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ
12に 連 結 さ れ た と き に 矩 形 バ ー 610、 612を 当 該 L状 孔 620、 622内 に 受 容 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ の 構 成 は 図 １ ７ に 示 さ れ た 構 成 と 同 様 に 機 能 す る こ と か ら 、 ブ レ ー ド 202の 移 動 と 逆

10

20

30

40

50

(17) JP 2005-319331 A 2005.11.17



方 向 に お け る シ ー ル ド 482の 拭 い 取 り 作 用 に よ り ブ レ ー ド 202は 切 除 さ れ る 組 織 を 完 全 に 切
断 し 得 る 。 シ ー ル ド 482は 上 記 デ バ イ ス の 第 1操 作 に お い て 最 初 は 単 一 片 で あ る が 、 シ ー ル
ド 482は 交 換 な し で も 最 小 限 の そ の 有 効 性 の 低 下 で 、 更 な る 操 作 で 再 使 用 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ２ ０ は 本 発 明 の 第 ６ 実 施 例 に 係 る デ バ イ ス を 示 し て お り 、 同 様 の 参 照 番 号 は 同 一 の 要
素 を 特 定 し て い る 。 外 装 4は 上 記 各 実 施 例 に お け る よ り も 相 当 に 堅 固 で あ る と 共 に 短 寸 で
あ る 。 こ れ に よ り 該 デ バ イ ス の 有 効 作 用 範 囲 は 減 少 す る が 、 外 装 4の 剛 性 に よ り そ の 全 体
的 な 構 造 強 度 は 大 き く な り 、 上 記 各 実 施 例 に お け る よ り も 大 き な 力 が 外 装 4を 通 じ て 作 動
ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ 2に 伝 達 さ れ 得 る 。 そ の 場 合 に 種 々 の 機 構 102、 104を 駆 動 す る ケ ー ブ
ル 100、 450は 、 大 き な 力 に 対 処 す べ く 更 に 強 く か つ 堅 固 と す る 必 要 が あ る 。 こ の 変 更 の 結
果 と し て 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ 2の 全 体 サ イ ズ は 、 例 え ば 、 上 記 各 実 施 例 に 係 る デ バ イ
ス で は 単 一 の 処 置 で 処 理 し 得 な い 大 き な 病 巣 を 処 理 す べ く 大 寸 化 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 ２ １ 乃 至 図 ２ ５ は 本 発 明 の 第 ７ 実 施 例 に 係 る デ バ イ ス を 示 し て お り 、 こ こ で は 、 作 動
ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ 2は 、 ア ン ビ ル 部 材 10、 ス テ ー プ ル 綴 じ 部 材 17お よ び 接 続 ア ダ プ タ 25
を 備 え て い る 。 図 ２ １ に 示 さ れ た 様 に ア ン ビ ル 部 材 10お よ び ス テ ー プ ル 綴 じ 部 材 17は 好 適
に は 、 こ れ ら の 部 材 が 相 互 に 隣 接 し て 位 置 さ れ た と き に 該 両 部 材 が (図 ２ ３ に 示 さ れ た 如
く )ほ ぼ 環 状 の ク ラ ン プ 状 デ バ イ ス を 形 成 す る 如 く 、 相 互 に 対 し て 相 補 的 な ほ ぼ 半 円 形 状
を 有 し て い る 。 ア ン ビ ル 部 材 10お よ び ス テ ー プ ル 綴 じ 部 材 17は 、 接 続 ア ダ プ タ 25の 末 端 25
a上 に 配 備 さ れ た ほ ぼ 円 筒 状 の ヒ ン ジ ・ ピ ン 60を 介 し て 枢 着 さ れ る 。 接 続 ア ダ プ タ 25の 基
端 25bは 好 適 に は 、 上 記 各 実 施 例 に お い て 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12が 外 装 4に 接 続 さ れ た の と 同
様 の 手 法 に て 外 装 4に 連 結 さ れ 得 る 。 当 業 者 で あ れ ば 、 本 発 明 の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と 無
く 特 定 の 要 件 も し く は 用 途 に 対 処 す べ く ア ン ビ ル 部 材 10お よ び ス テ ー プ ル 綴 じ 部 材 17の 形
状 が 改 変 さ れ 得 る こ と を 理 解 し 得 よ う 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ２ ２ に 示 さ れ た 如 く 、 ア ン ビ ル 部 材 10の 第 1端 部 10a上 に は 複 数 の 第 1リ ン グ 状 延 長 部 1
0bが 形 成 さ れ る 。 各 第 1延 長 部 10bは 好 適 に は 相 互 か ら 所 定 距 離 だ け 離 間 さ れ 、 ス テ ー プ ル
綴 じ 部 材 17の 第 1端 部 17a上 に 形 成 さ れ た 複 数 の 対 応 第 2リ ン グ 状 延 長 部 17bを 収 容 す る 複 数
の ス ペ ー ス を 形 成 し 得 る 。 各 第 1延 長 部 10bは 形 状 お よ び サ イ ズ に 関 し て 各 第 2リ ン グ 状 延
長 部 17bに ほ ぼ 対 応 す る よ う に し て も 良 い こ と か ら 、 第 1ア ン ビ ル 端 部 10aお よ び 第 1ス テ ー
プ ル 綴 じ 端 部 17aが 係 合 さ れ た と き に 第 1お よ び 第 2延 長 部 10b、 17bの 交 互 的 配 置 が 形 成 さ
れ 、 第 1お よ び 第 2延 長 部 10b、 17bの 各 々 の 各 孔 が ほ ぼ 整 列 さ れ て ヒ ン ジ ・ ピ ン 60を 受 容 す
る 連 続 的 孔 を 形 成 す る 。 故 に 、 ヒ ン ジ ・ ピ ン 60お よ び 第 1お よ び 第 2延 長 部 10b、 17bは 、 ヒ
ン ジ ・ ピ ン 60の 回 り に お い て ア ン ビ ル 部 材 10お よ び ス テ ー プ ル 綴 じ 部 材 17が 枢 動 す る の を
許 容 す る ヒ ン ジ を 形 成 す る 。 ヒ ン ジ ・ ピ ン 60の 末 端 61に 対 し て は 好 適 に は 固 定 用 リ ン グ 62
が 取 付 け ら れ 、 ヒ ン ジ ・ ピ ン 60に 関 し て 第 1お よ び 第 2延 長 部 10b、 17bを 繋 止 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ア ン ビ ル 部 材 10の 内 側 面 10i上 に は 、 第 1繋 止 接 続 部 (first anchoring joint)23aが 形 成
さ れ る 。 該 第 1繋 止 接 続 部 23aは 好 適 に は 、 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ 2の 長 手 軸 心 に 沿 っ て
見 た と き に ほ ぼ 三 角 形 の 断 面 を 有 し 得 る 。 但 し 第 1繋 止 接 続 部 23aの ア ン ビ ル 部 材 10に 取 付
け ら れ た 側 は 好 適 に は 、 ア ン ビ ル 部 材 10の 内 側 面 10iの 凹 形 状 と 相 補 的 な 凸 形 状 と さ れ 得
る 。 ま た 、 ス テ ー プ ル 綴 じ 部 材 17の 内 側 面 17i上 に は 、 繋 止 接 続 部 23aの サ イ ズ お よ び 形 状
と 対 応 す る サ イ ズ お よ び 形 状 を 有 す る ほ ぼ 同 様 の 第 2繋 止 接 続 部 23bが 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 図 ２ ３ に 示 さ れ た 如 く 、 夫 々 の 繋 止 接 続 部 23a、 23b上 に は 第 1お よ び 第 2連 結 要 素 64a、 6
4bが 配 設 さ れ て 、 繋 止 接 続 部 23a、 23bを ２ 個 の ロ ッ ド ・ リ ン ク 150a、 150bに 夫 々 連 結 す る
。 ロ ッ ド ・ リ ン ク 150a、 150bは 、 繋 止 接 続 部 23a、 23bと プ ッ シ ュ ・ ロ ッ ド 152の 末 端 154と
の 間 の 堅 固 な 連 結 を 提 供 す る 。 故 に 、 プ ッ シ ュ ・ ロ ッ ド 152へ 加 え ら れ る 末 端 側 も し く は
基 端 側 方 向 の 長 手 方 向 力 は 繋 止 接 続 部 23a、 23bに 伝 達 さ れ 、 こ れ に よ り ア ン ビ ル 部 材 10お
よ び ス テ ー プ ル 綴 じ 部 材 17へ と 伝 達 さ れ る 。
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【 ０ ０ ６ ９ 】
　 作 用 時 に 、 末 端 側 に 向 け ら れ た 押 圧 力 が プ ッ シ ュ ・ ロ ッ ド 152に 対 し て 加 え ら れ た と き
、 こ の 力 は ロ ッ ド ・ リ ン ク 150a、 150bを 介 す る と 共 に 夫 々 の 繋 止 接 続 部 23a、 23bを 介 し て
ア ン ビ ル 部 材 10お よ び ス テ ー プ ル 綴 じ 部 材 17に 伝 達 さ れ 、 ア ン ビ ル 部 材 10上 の ア ン ビ ル ・
ヘ ッ ド 10cお よ び ス テ ー プ ル 綴 じ 部 材 17上 の ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド 17cが 組 織 受 容 位 置 に 到
達 す る ま で 、 該 ア ン ビ ル ・ ヘ ッ ド 10cを ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド 17cか ら 漸 進 的 に 離 間 す る 。
同 様 に 、 基 端 側 へ 向 け ら れ た 引 張 力 が プ ッ シ ュ ・ ロ ッ ド 152に 加 え ら れ た と き 、 ア ン ビ ル
・ ヘ ッ ド 10cお よ び ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド 17cは 、 該 ア ン ビ ル ・ ヘ ッ ド 10cお よ び ス テ ー プ
ル 綴 じ ヘ ッ ド 17cが 狭 幅 間 隙 に よ り 離 間 さ れ て 相 互 に 隣 接 す る と い う ス テ ー プ ル 綴 じ 位 置
に そ れ ら が 到 達 す る ま で 、 相 互 に 向 け て 引 張 ら れ る 。 ア ン ビ ル ・ ヘ ッ ド 10cお よ び ス テ ー
プ ル 綴 じ ヘ ッ ド 17cが プ ッ シ ュ ・ ロ ッ ド 152に よ り 共 に 引 張 ら れ る と き 、 ス テ ー プ ル 綴 じ 部
材 17の ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド 17cか ら 延 在 す る 安 定 用 舌 部 308は ア ン ビ ル ・ ヘ ッ ド 10c上 の
安 定 用 溝 304内 に 漸 進 的 に 受 容 さ れ る 。 こ の 舌 部 ／ 溝 構 成 に よ り 、 ア ン ビ ル 部 材 10お よ び
ス テ ー プ ル 綴 じ 部 材 17に 対 す る 案 内 お よ び 固 定 ／ 安 定 化 機 構 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ア ン ビ ル ・ ヘ ッ ド 10cは 、 ア ン ビ ル 部 材 10の 第 1端 部 10aと 逆 側 の ア ン ビ ル 部 材 10の 第 2端
部 10e上 に 配 設 さ れ る 。 ア ン ビ ル ・ ヘ ッ ド 10cは 好 適 に は 、 ア ン ビ ル 部 材 10の 残 部 の 断 面 サ
イ ズ よ り も 大 き な ほ ぼ 矩 形 の 断 面 を 有 し 得 る 。 ア ン ビ ル ・ ヘ ッ ド 10cは ア ン ビ ル 面 10dを 有
し 、 該 ア ン ビ ル 面 10d上 に は 複 数 の ス テ ー プ ル 成 形 溝 19が 好 適 に は オ フ セ ッ ト さ れ て ２ 本
の 略 直 線 状 に 配 置 さ れ 得 る 。 こ れ に 加 え 、 ほ ぼ 直 線 状 の 案 内 ス リ ッ ト 21が 好 適 に は 、 ほ ぼ
ア ン ビ ル 面 10dの 中 心 に 沿 い 且 つ ほ ぼ ス テ ー プ ル 成 形 溝 19の 各 列 に 平 行 に 延 在 す る 一 方 、
安 定 用 溝 304は 好 適 に は 安 定 用 舌 部 308を 受 容 す べ く ア ン ビ ル 面 10dの 末 端 側 に 沿 っ て 形 成
さ れ る 。 安 定 用 溝 304は 好 適 に は 安 定 用 舌 部 308に ほ ぼ 対 応 す る 形 状 お よ び サ イ ズ を 有 し 得
る こ と か ら 、 ア ン ビ ル 部 材 10お よ び ス テ ー プ ル 綴 じ 部 材 17が ス テ ー プ ル 綴 じ 位 置 に 在 る と
き に 安 定 用 舌 部 308は 安 定 用 溝 304内 に 緊 密 に 受 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 ２ ３ ａ に 示 さ れ た 如 く ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド 17cは 、 ス テ ー プ ル 綴 じ 部 材 17の 第 1端 部
17aの 逆 側 と な る ス テ ー プ ル 綴 じ 部 材 17の 第 2端 部 17e上 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 好 適 に は 少
な く と も ス テ ー プ ル 綴 じ 面 17dの 近 傍 の 領 域 に お い て 、 ア ン ビ ル ・ ヘ ッ ド 10cの サ イ ズ お よ
び 形 状 と 対 応 す る 断 面 を 有 し て い る 。 ア ン ビ ル ・ ヘ ッ ド 10c上 の 各 ス テ ー プ ル 成 形 溝 19の
位 置 に 対 応 す る 位 置 に お い て ス テ ー プ ル 綴 じ 面 17d上 に は 複 数 の ス テ ー プ ル ・ ス リ ッ ト 34
が 配 置 さ れ る こ と か ら 、 ス テ ー プ ル 綴 じ 面 17dお よ び ア ン ビ ル 面 10dが 相 互 の 近 傍 に 位 置 せ
し め ら れ た と き 、 複 数 の ス テ ー プ ル ・ ス リ ッ ト 34の 各 々 は 複 数 の ス テ ー プ ル 成 形 溝 19の 対
応 す る も の と ほ ぼ 整 列 さ れ る 。 更 に ア ン ビ ル ・ ヘ ッ ド 10c上 の 案 内 ス リ ッ ト 21に 対 応 し て
ほ ぼ 直 線 状 の ブ レ ー ド ・ ス リ ッ ト 36が ス テ ー プ ル 綴 じ 面 17dに 亙 り 延 在 す る こ と か ら 、 ス
テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド 17cお よ び ア ン ビ ル ・ ヘ ッ ド 10cが 相 互 に 近 接 し て 位 置 せ し め ら れ た と
き に ブ レ ー ド ・ ス リ ッ ト 36は 案 内 ス リ ッ ト 21と 概 ね 整 列 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 ２ ３ に 示 さ れ た 如 く 、 接 続 ア ダ プ タ 25の 末 端 25aは 好 適 に は ア ン ビ ル 部 材 10お よ び ス
テ ー プ ル 綴 じ 部 材 17に よ り 形 成 さ れ る 環 状 ク ラ ン プ 形 状 の 周 縁 面 の 形 状 お よ び サ イ ズ に 対
応 す る 断 面 を 有 す る こ と か ら 、 ア ン ビ ル 部 材 10お よ び ス テ ー プ ル 綴 じ 部 材 17が ス テ ー プ ル
綴 じ 位 置 に 在 る と き に ア ン ビ ル 部 材 10、 ス テ ー プ ル 綴 じ 部 材 17お よ び 接 続 ア ダ プ タ 25に よ
り ほ ぼ 平 滑 な 連 続 外 側 面 が 形 成 さ れ る 。 接 続 ア ダ プ タ 25は 好 適 に は 自 身 の 末 端 25aか ら 基
端 25bに か け て 漸 進 的 に テ ー パ 付 け さ れ 、 且 つ 、 次 に 基 端 25bは 図 ２ ４ に 示 さ れ た 如 く 外 装
4に 連 結 さ れ 得 る 。 図 ２ ４ に 更 に 示 さ れ た 如 く 、 ほ ぼ 円 筒 状 の 内 視 鏡 用 内 孔 52は 好 適 に は
接 続 ア ダ プ タ 25の 中 心 を 軸 心 方 向 に 貫 通 延 伸 し 、 該 内 視 鏡 用 内 孔 52を 通 し て 通 常 の 内 視 鏡
8を 受 容 す る 。 接 続 ア ダ プ タ 25は ま た ほ ぼ 円 筒 状 の ロ ッ ド 孔 322も 有 す る が 、 該 ロ ッ ド 孔 32
2は 、 ヒ ン ジ ・ ピ ン 60の 近 傍 の 領 域 を 貫 通 延 伸 し て 該 接 続 ア ダ プ タ 25の 周 縁 部 に 沿 っ て 軸
心 方 向 に 延 在 し 、 該 ロ ッ ド 孔 322内 に プ ッ シ ュ ・ ロ ッ ド 152を 受 容 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
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　 図 ２ ５ の 破 断 図 に 示 さ れ た 如 く ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド 17c内 に は 、 該 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ
ッ ド 17c内 に お い て 該 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド 17cの 末 端 352の 近 傍 の 領 域 か ら 該 ヘ ッ ド の 基
端 354の 近 傍 の 領 域 ま で 延 在 す る 軌 道 (track)350が 配 備 さ れ る 。 図 ２ ６ は ス テ ー プ ル 綴 じ
ヘ ッ ド 17cの 破 断 図 で あ り 、 ほ ぼ L形 状 の 断 面 を 有 す る 軌 道 350を 示 し て い る 。 軌 道 350は 好
適 に は 、 該 軌 道 350の 第 1脚 部 350aが ス テ ー プ ル 綴 じ 面 17d上 の 複 数 の ス テ ー プ ル ・ ス リ ッ
ト 34の 概 ね 下 方 に 延 在 す る と 共 に 該 軌 道 350の 第 2脚 部 350bが ス テ ー プ ル 綴 じ 面 17d上 の ブ
レ ー ド ・ ス リ ッ ト 21の 概 ね 下 方 に 延 在 す る 如 く 、 載 置 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 ２ ５ に 示 さ れ た 第 1配 置 構 成 に お い て 、 軌 道 350の 末 端 350a上 に は (上 記 各 実 施 例 で 記
述 さ れ た 楔 部 材 402の 代 わ り に )楔 状 滑 動 部 材 (wedge-sled)402が 配 備 さ れ る 。 楔 状 滑 動 部
材 402は 一 つ の 角 隅 部 に お い て 切 欠 を 有 し 、 そ れ 上 に カ ム 表 面 412お よ び ブ レ ー ド ・ ハ ン ド
ル 408を 形 成 す る 。 こ れ に よ り 楔 状 滑 動 部 材 402に は 、 軌 道 350の 断 面 形 状 に ほ ぼ 対 応 す る
ほ ぼ L形 状 の 断 面 が 備 え ら れ る 。 楔 状 滑 動 部 材 402は 、 そ の カ ム 表 面 412が 、 軌 道 350の 第 1
脚 部 350a内 に お い て 複 数 の ス テ ー プ ル ・ ス リ ッ ト 34の 方 に 向 か っ て 概 ね 配 設 さ れ る 如 く 、
軌 道 350内 に 配 置 さ れ る 。 更 に 楔 状 滑 動 部 材 402は 、 そ の ブ レ ー ド ・ ハ ン ド ル 408が 第 2脚 部
350b内 に お い て ブ レ ー ド ・ ス リ ッ ト 21の 下 方 に 概 ね 配 設 さ れ る 如 く 、 軌 道 350内 に 配 置 さ
れ る 。 故 に 、 切 断 用 ブ レ ー ド 202が ブ レ ー ド ・ ハ ン ド ル 408に 連 結 さ れ た と き 、 切 断 用 ブ レ
ー ド 202は 上 記 各 実 施 例 と 同 様 に ブ レ ー ド ・ ス リ ッ ト 21か ら 外 方 に 延 在 す る 。 図 ２ ６ に 示
さ れ た 如 く 安 定 用 舌 部 308は 、 楔 状 滑 動 部 材 402が 軌 道 350の 末 端 350aに 位 置 せ し め ら れ た
と き に 切 断 用 ブ レ ー ド 202を そ の 中 に 受 容 す る 受 容 ス リ ッ ト 309を 有 し て い る 。 こ れ に よ り
、 上 記 デ バ イ ス が 器 官 内 に 挿 入 さ れ て 案 内 さ れ る と き に 組 織 を 偶 発 的 に 切 断 す る こ と が 防
止 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 図 ２ ５ に 示 さ れ た 如 く 、 ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド 17cを 操 作 す る 起 動 ケ ー ブ ル 450は 、 楔 状
滑 動 部 材 402の 先 端 縁 402dに 連 結 さ れ る と 共 に 、 軌 道 350を 通 り 、 (図 ９ ｄ に 示 さ れ た )複 数
の 管 510の 内 の (ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド 17cの 基 端 354に 連 結 さ れ る と 共 に 外 装 4を 通 り 上 記
制 御 ハ ン ド ル ま で 延 在 す る )一 つ の 管 332を 通 っ て 延 在 し 、 且 つ 、 次 に (不 図 示 の )制 御 ハ ン
ド ル 6に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 作 用 時 に お い て 、 操 作 者 が 上 記 デ バ イ ス を 身 体 内 の 所 望 箇 所 に 操 舵 す る と き に 楔 状 滑 動
部 材 402は 最 初 は 軌 道 350の 末 端 350aに 位 置 さ れ る と 共 に ブ レ ー ド 202は 安 定 用 舌 部 308の 受
容 ス リ ッ ト 309内 に 受 容 さ れ る 。 上 記 デ バ イ ス が 所 望 箇 所 へ と 操 舵 さ れ る 間 、 ア ン ビ ル 部
材 10お よ び ス テ ー プ ル 綴 じ 部 材 17は ス テ ー プ ル 綴 じ 位 置 に お い て 相 互 に 近 接 し て 配 置 さ れ
る 。 所 望 位 置 に 到 達 し た と き に 操 作 者 は プ ッ シ ュ ・ ロ ッ ド 152を 末 端 側 へ と 押 し 出 し 、 ア
ン ビ ル 部 材 10お よ び ス テ ー プ ル 綴 じ 部 材 17を 組 織 受 容 位 置 へ と 分 離 す る 。 次 に 操 作 者 は 切
除 さ れ る べ き 組 織 の 部 分 を ス テ ー プ ル 綴 じ 部 材 17お よ び ア ン ビ ル 部 材 10の 間 の 間 隙 内 へ と
引 き 込 む と 共 に 、 プ ッ シ ュ ・ ロ ッ ド 152を 基 端 側 へ と 引 張 る こ と に よ り ア ン ビ ル 部 材 10お
よ び ス テ ー プ ル 綴 じ 部 材 17を ス テ ー プ ル 綴 じ 位 置 へ と 戻 し 、 切 除 さ れ る べ き 組 織 を 上 記 間
隙 内 に 把 持 す る 。 次 に 操 作 者 は 起 動 ケ ー ブ ル 450を 基 端 側 へ と 引 張 る こ と に よ り 、 楔 状 滑
動 部 材 402を 軌 道 350の 基 端 350bに 向 け て 引 張 る 。 上 記 楔 状 滑 動 部 材 上 の カ ム 表 面 412が 複
数 の ス テ ー プ ル ・ ス リ ッ ト 34の 各 々 の 下 方 を 通 過 す る と き 、 該 カ ム 表 面 412は (各 々 が ス テ
ー プ ル ・ ス リ ッ ト 34の 対 応 す る 一 つ の 中 に 配 設 さ れ た )複 数 の ス テ ー プ ル ・ ド ラ イ バ 472の
各 々 を 駆 動 し て 、 複 数 の ス テ ー プ ル を 各 ス テ ー プ ル ・ ス リ ッ ト 34か ら 順 次 に 外 方 に 駆 動 し
、 ア ン ビ ル ・ ヘ ッ ド 10cと ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド 17cと の 間 に 把 持 さ れ た 組 織 を ス テ ー プ ル
綴 じ す る 。 こ れ に 加 え 、 楔 状 滑 動 部 材 402の ブ レ ー ド ・ ハ ン ド ル 408に 連 結 さ れ た 切 断 用 ブ
レ ー ド 202は ブ レ ー ド ・ ス リ ッ ト 21を 貫 通 し て 引 張 ら れ る こ と に よ り 、 今 や ス テ ー プ ル 綴
じ さ れ て 器 官 か ら 離 間 さ れ た 組 織 を 切 除 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 組 織 が 切 除 さ れ た な ら 、 操 作 者 は 起 動 ケ ー ブ ル 450を 末 端 側 へ と 押 し 出 す こ と に よ り 切
断 用 ブ レ ー ド 202を 安 定 用 楔 部 材 308の 受 容 ス リ ッ ト 309に 向 け て 帰 還 さ せ る 。 上 記 デ バ イ
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ス は 次 に 、 身 体 か ら 引 き 出 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 図 ２ ３ お よ び 図 ２ ５ に 示 さ れ た 如 く 、 ア ン ビ ル 部 材 10お よ び ス テ ー プ ル 綴 じ 部 材 17は 図
２ ５ に 示 さ れ た 組 織 受 容 位 置 お よ び 図 ２ ３ に 示 さ れ た ス テ ー プ ル 綴 じ 位 置 を 有 し て い る 。
故 に 、 管 332内 に 配 設 さ れ る と 共 に ス テ ー プ ル 綴 じ ヘ ッ ド 17c内 に 受 容 さ れ て い る 起 動 ケ ー
ブ ル 450が ス テ ー プ ル 綴 じ 部 材 17と 共 に 対 応 移 動 す る の を 許 容 す る 必 要 が あ る 。 故 に 、 接
続 ア ダ プ タ 25内 に は チ ャ ネ ル 330が 配 備 さ れ て そ の 中 に 管 332を 受 容 す る 。 チ ャ ネ ル 330は
好 適 に は 弧 状 経 路 に ほ ぼ 対 応 す べ く 接 続 ア ダ プ タ ２ ５ 内 に 形 成 さ れ 得 る が 、 ス テ ー プ ル 綴
じ 部 材 17が 組 織 受 容 位 置 と ス テ ー プ ル 綴 じ 位 置 と の 間 で 移 動 す る と き に 管 332は ス テ ー プ
ル 綴 じ 部 材 17に よ り 該 弧 状 経 路 に 沿 っ て 引 張 ら れ る 。 故 に 上 記 チ ャ ネ ル は 、 管 332の 屈 曲
お よ び 折 れ 曲 が り (crimping)を 最 小 化 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 当 業 者 で あ れ ば 、 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12は 任 意 の 実 施 例 に お い て 好 適 に は 金 属 タ イ プ の 材
料 (metallic-type material)か ら 構 成 さ れ 得 る が 、 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12は 又 、 透 明 な プ ラ
ス チ ッ ク タ イ プ 材 料 で 構 成 さ れ 、 内 視 鏡 8を 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12内 の 第 2内 視 鏡 用 内 孔 52内
に 部 分 的 に 引 き 込 む こ と に よ り 視 覚 的 観 察 の 下 で 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ 2を ユ ー ザ が 操
作 す る の を 可 能 に し て も 良 い こ と は 理 解 さ れ 得 る 。 そ の 場 合 に ユ ー ザ は 内 視 鏡 用 内 孔 52の
壁 部 を 通 し て 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12内 を 見 る こ と に よ り 、 例 え ば 複 数 の ス テ ー プ ル ・ ド ラ イ
バ 472の 各 々 が 起 動 さ れ た か 否 か を 観 察 し 得 る 。 こ れ に 加 え て ユ ー ザ は ま た 、 図 １ ０ ａ お
よ び 図 １ ０ ｂ に 示 さ れ た 楔 部 材 402が 上 述 の 如 く ブ レ ー ド 部 分 420内 に 固 定 さ れ た か 否 か も
観 察 し 得 る 。 あ る い は 、 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12の 選 択 さ れ た 部 分 が 透 明 な プ ラ ス チ ッ ク タ イ
プ 材 料 で 構 成 さ れ 、 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ 12を 通 し て 視 認 す る 為 の “ 窓 ” を 提 供 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 当 業 者 で あ れ ば 、 上 記 各 実 施 例 は 上 記 制 御 ハ ン ド ル と 上 記 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ と の
間 に お け る 機 械 的 な 力 の 伝 達 を 示 し て い る が 、 こ の デ バ イ ス は 代 替 的 に 、 操 作 者 か ら 入 力
を 受 け 且 つ 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ 内 の 一 連 の モ ー タ に 接 続 さ れ た 電 子 制 御 器 を 含 み 得 る
こ と も 理 解 し 得 よ う 。 当 業 者 で あ れ ば 更 に 、 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 と 位 置 調 節 機 構 の 互
い に 対 す る 相 対 位 置 決 め を 逆 に し 、 位 置 調 節 機 構 に 関 し て ス テ ー プ ル 綴 じ 機 構 を 最 末 端 側
位 置 に 載 置 し 得 る こ と を 理 解 し 得 よ う 。 上 記 の 各 実 施 例 は 例 示 の 為 に の み 示 さ れ た も の で
あ り 、 こ れ ら の 実 施 例 の 自 明 な 種 々 の 改 変 は 、 本 明 細 書 に 添 付 さ れ た 特 許 請 求 の 範 囲 に よ
っ て の み 定 義 さ れ る 本 発 明 の 教 示 の 範 囲 内 と 見 做 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ １ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る デ バ イ ス を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 通 常 の 内 視 鏡 上 に 取 付 け ら れ た 図 １ の デ バ イ ス を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 当 該 デ バ イ ス か ら 把 持 機 構 が 延 在 さ れ た 図 １ の デ バ イ ス を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ３ ａ 】 図 ３ ａ は 、 ア ン ビ ル 部 材 が 取 付 軸 に 枢 動 連 結 さ れ た 図 １ の デ バ イ ス を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 １ の デ バ イ ス の 駆 動 機 構 を 示 す 該 デ バ イ ス の 破 断 図 (cutaway)で あ る
。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 起 動 機 構 を 示 す 図 １ の デ バ イ ス の 破 断 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 図 の 起 動 機 構 で 使 用 さ れ る 楔 部 材 の 詳 細 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 図 １ の デ バ イ ス の 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ の 破 断 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 図 ７ の 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ の 後 部 カ バ ー ・ プ レ ー ト を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ９ ａ 】 図 ９ ａ は 、 図 １ の デ バ イ ス の 駆 動 シ ャ フ ト の 運 動 を 制 限 す る 機 構 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ９ ｂ 】 図 ９ ｂ は 、 図 １ の デ バ イ ス に お け る 駆 動 ケ ー ブ ル 及 び 駆 動 シ ャ フ ト に 対 す る 第
1の 連 結 機 構 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ９ ｃ 】 図 ９ ｃ は 、 図 １ の デ バ イ ス に お け る 上 記 駆 動 ケ ー ブ ル 及 び 駆 動 シ ャ フ ト に 対 す
る 第 2の 連 結 機 構 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ ｄ 】 図 ９ ｄ は 、 図 １ の デ バ イ ス の 外 装 の 破 断 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ ａ 】 図 １ ０ ａ は 、 図 ６ の 楔 部 材 の 代 替 的 構 造 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ ｂ 】 図 １ ０ ｂ は 、 図 １ ０ ａ の 上 記 楔 部 材 の 破 断 図 で あ る 。
【 図 １ ０ ｃ 】 図 １ ０ ｃ は 、 図 １ ０ ａ の 上 記 楔 部 材 に 対 応 す る ブ レ ー ド 部 分 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に 係 る デ バ イ ス を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 に 係 る デ バ イ ス を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 に 係 る デ バ イ ス を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ ａ 】 図 １ ４ ａ は 、 本 発 明 の 第 ５ 実 施 例 に 係 る デ バ イ ス を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ ｂ 】 図 １ ４ ｂ は 、 図 １ ４ ａ の デ バ イ ス 及 び 通 常 の 内 視 鏡 の 詳 細 な 破 断 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ５ は 、 本 発 明 に 係 る 上 記 デ バ イ ス と 共 に 使 用 さ れ る 制 御 ハ ン ド ル を 示 す 図
で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ６ は 、 本 発 明 に 係 る デ バ イ ス と 共 に 使 用 さ れ る ブ レ ー ド ・ ハ ウ ジ ン グ 構 成
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ７ は 、 本 発 明 に 係 る デ バ イ ス と 共 に 使 用 さ れ る ブ レ ー ド ・ シ ー ル ド の 第 1
態 様 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ ８ は 、 本 発 明 に 係 る デ バ イ ス と 共 に 使 用 さ れ る ブ レ ー ド ・ シ ー ル ド の 第 2
態 様 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ９ ａ 】 図 １ ９ ａ は 、 本 発 明 に 係 る デ バ イ ス と 共 に 使 用 さ れ る ブ レ ー ド ・ シ ー ル ド の
第 3態 様 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ９ ｂ 】 図 １ ９ ｂ は 、 図 １ ９ ａ の ブ レ ー ド ・ シ ー ル ド の 組 織 遮 断 体 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ９ ｃ 】 図 １ ９ ｃ は 、 図 １ ９ ａ の デ バ イ ス の 基 端 側 ハ ウ ジ ン グ の 末 端 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ２ ０ 】 図 ２ ０ は 、 本 発 明 の 第 ６ 実 施 例 に 係 る デ バ イ ス を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 図 ２ １ は 、 本 発 明 の 第 ７ 実 施 例 に 係 る デ バ イ ス を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 図 ２ ２ は 、 図 ２ １ の デ バ イ ス の 第 1斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 図 ２ ３ は 、 図 ２ １ の デ バ イ ス の 第 2斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ ａ 】 図 ２ ３ ａ は 、 図 ２ １ の デ バ イ ス の 第 3斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 図 ２ ４ は 、 図 ２ １ の デ バ イ ス の 破 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 図 ２ ５ は 、 図 ２ １ の デ バ イ ス の 第 4斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 図 ２ ６ は 、 図 １ の デ バ イ ス の 典 型 的 な ス テ ー プ ル 綴 じ 部 材 の 破 断 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ２ 　 　 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ
　 ６ 　 　 制 御 ハ ン ド ル
　 ８ 　 　 内 視 鏡
　 １ ０ 　 　 ア ン ビ ル 部 材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ３ ａ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ ａ 】

【 図 ９ ｂ 】

【 図 ９ ｃ 】
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【 図 ９ ｄ 】 【 図 １ ０ ａ 】

【 図 １ ０ ｂ 】 【 図 １ ０ ｃ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ ａ 】

【 図 １ ４ ｂ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ ａ 】
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【 図 １ ９ ｂ 】 【 図 １ ９ ｃ 】

【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】
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【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ３ ａ 】 【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 8月 10日 (2005.8.10)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 器 官 の 全 厚 部 分 を 除 去 す る 装 置 で あ っ て 、
　 可 撓 内 視 鏡 と 、
　 該 内 視 鏡 を 摺 動 可 能 に 自 身 を 通 し て 受 容 す る 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ で あ っ て 、 該 作 動
ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ は 、 組 織 受 容 位 置 と ス テ ー プ ル 綴 じ 位 置 と の 間 で 上 記 作 動 ヘ ッ ド ・ ア
セ ン ブ リ の 長 手 軸 心 に 対 し て ほ ぼ 平 行 な 軸 心 の ま わ り で 回 転 す る よ う に 互 い に 連 結 さ れ た
ス テ ー プ ル 綴 じ 部 と ア ン ビ ル と を 含 み 、 該 ス テ ー プ ル 綴 じ 部 は 総 て が ほ ぼ 真 っ 直 ぐ な 線 に
沿 っ て 延 在 す る 複 数 の ス テ ー プ ル ・ ス リ ッ ト を 含 む と い う 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ と 、
　 を 備 え る 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 の ほ ぼ 真 っ 直 ぐ な 線 は 上 記 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ の 長 手 軸 心 に 対 し ほ ぼ 平 行 で あ
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ は 、 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ 部 及 び 上 記 ア ン ビ ル へ 連 結 さ れ る
接 続 ア ダ プ タ を 含 み 、 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ 部 と 上 記 ア ン ビ ル が 上 記 組 織 受 容 位 置 と ス テ ー
プ ル 綴 じ 位 置 と の 間 で 互 い に 対 し て 回 転 す る と き に 、 上 記 ア ン ビ ル と 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ
部 の 両 方 が 上 記 接 続 ア ダ プ タ に 対 し て 回 転 す る よ う に な っ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置
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。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 作 動 ヘ ッ ド ・ ア セ ン ブ リ が 身 体 内 の 作 用 位 置 に あ る と き に 、 身 体 の 外 部 に 留 ま る 制
御 ユ ニ ッ ト を 更 に 具 備 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 駆 動 機 構 へ 連 結 さ れ る ブ レ ー ド を 更 に 具 備 し 、 該 駆 動 機 構 は 、 当 該 装 置 に よ っ て ス テ ー
プ ル 綴 じ さ れ る 組 織 の 部 分 に 近 接 す る 組 織 の 部 分 を 切 断 す べ く 上 記 の ほ ぼ 真 っ 直 ぐ な 線 に
対 し ほ ぼ 平 行 な 経 路 に 沿 っ て 上 記 ブ レ ー ド を 移 動 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 接 続 ア ダ プ タ の 末 端 は 、 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ 位 置 に あ る と き に お け る 上 記 ア ン ビ ル
と 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ 部 の 形 状 に ほ ぼ 合 致 す る 形 状 を 有 し て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置
。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 ブ レ ー ド か ら の 組 織 の 離 間 移 動 に 対 し て 抵 抗 を 与 え る 可 撓 ブ レ ー ド ・ シ ー ル ド を 更
に 具 備 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 初 期 位 置 か ら 最 終 位 置 へ と 移 動 さ れ る と き に 上 記 ブ レ ー ド は 上 記 可 撓 ブ レ ー ド ・ シ ー ル
ド を 切 断 す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 可 撓 ブ レ ー ド ・ シ ー ル ド は 二 つ の 部 分 で 形 成 さ れ 上 記 ブ レ ー ド は 上 記 二 つ の 部 分 の
間 を 通 過 す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 上 記 駆 動 機 構 は 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ 部 と 上 記 ア ン ビ ル と の う ち の 少 な く と も 一 つ に 連 結
さ れ る 長 手 方 向 に 弾 性 的 な プ ッ シ ュ ・ ロ ッ ド を 含 む 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 上 記 ス テ ー プ ル 綴 じ 部 は 、 該 ス テ ー プ ル 綴 じ 部 内 に 摺 動 可 能 に 受 容 さ れ る ス テ ー プ ル 打
込 み 部 材 を 含 み 、 上 記 ブ レ ー ド は 上 記 ス テ ー プ ル 打 込 み 部 材 に 連 結 さ れ る 、 請 求 項 １ ０ に
記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 上 記 駆 動 機 構 は 、 上 記 ス テ ー プ ル 打 込 み 部 材 に 連 結 さ れ る ワ イ ヤ を 更 に 含 む 、 請 求 項 １
１ に 記 載 の 装 置 。
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